森泰吉郎記念研究振興基金2000年度助成対象研究

「住民との社会的合意形成による交通環境整備方策の研究」活動報告B

特別車両アコモデーション改善方策の研究

　　Research of value about first class car (Called “Green Car”
in Japan) and improvement plan.

In these days, public transportation systems become to the service organization not only carry oriented system but also provided of various additional value system. This research is proposal of improvable plan and what we should have a first class car (Called "Green Car" in Japan), based on evaluation value for it by citizens.

 As a result of the analysis, we proved the users' feel value at green-car is about 74% as compared with showed one from JR-group. Details of the user’s value are classified for seat, setting, silence, and composure. And we realized an indicator about how we should improve service and accommodation.
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 Contigent Variation Method(CVM)

1. はじめに

私達は「利用者志向の交通環境整備」というテーマに立脚し，事業者と利用者を結ぶ一次インターフェイスとしてのアコモデーションに対して関心をもっている．私達は利用者として鉄道と対してきたが，常に疑問に思い浮かぶこととは「利用者が支払う料金は設備やサーヴィスの代価として妥当なものなのであろうか」という点である．

　JRグループ各社は，基本的な運賃や料金に関してほぼ均一の計算方式・営業方式が整備されている．しかし，その上に立つ列車や設備は，発足10年を過ぎて各社ごとに差が見られるようになった．結果として，価額と得られるサーヴィスに食い違い＝価値観の相違に関し，疑念を持たれる状況が散見される事態に疑う余地が無くなった．
　本研究は，アコモデーションの差異に価値が依存しているグリーン車について，JR横須賀線を事例として料金・制度の現状を評価する．併せて，今後のグリーン車のサーヴィス改善方策に関し，利用者が現在及び将来に抱く価値を明らかにすべく調査・研究を行うものである．

本稿はこの研究におけるJR横須賀線内で展開した社会調査の報告を中心にしたものである．

2. 研究の社会的背景

アコモデーションが注目される背景として，第一に社会構造が量充足から質重視へと移行したことが挙げられる．平均所得の向上による「総中流意識」の醸成である．これは松下圭一（法政大学名誉教授）が提唱する国家近代化モデルに基づいた「シビルミニマム」達成が要因と考えられる．

第二に，移動空間に対する欲求の多様化が挙げられる．鉄道が単に運ぶだけの「箱」から，質の重視を目標にする必要が出てきたためである．鉄道は自家用車が持つ「究極の個別空間」で後れを取り，航空機客室乗務員に代表される「キメ細かいサーヴィス」といったソフトウェアで遅れを取ったことが，この背景を確立する推力となった．

　第三に顧客満足度(CS)を重視する時代に入ったことが挙げられる．少子高齢時代を迎え，全体の旅客輸送量は低下している．複数の事業者が縮小した顧客を奪い合う構図になっていることは事実だ．「顧客満足度アップと維持」は企業や事業が継続し，発展するために欠かせない条件である．

これからの公共交通機関の整備の中で，利用者と事業者の間で演繹的アプローチを経た事業政策を展開する必要性が挙げられる．「事業者と利用者のコンセンサス」を策定し，価値観を反映させることが必要になってくる（図1）．利用者のコンセンサスを得られることは，利用者志向の施策を実現することである．初期設定とコンセンサス策定を出発点とした交通環境整備の必要性を志向するものである．
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　　　  図1　演繹的アプローチ

3. 本研究の目的

3.1.目的の設定

　本研究のきっかけとなった疑問の根元は次の４つである．

	１・現状のグリーン車について，利用者はどのくらいの価値を持っているのか？

２・利用者はどのような目的や理由でグリーン車を選択しているのか？

３・現在のグリーン車に対する不満点や希望する点はあるのだろうか？

４・施設やサーヴィスが向上した場合，どのくらいの価値を置くのだろうか？


3.2.先行研究事例
3.2.1肥田野論文

　東京工業大学の肥田野教授が土木学会に発表している「鉄道サービスの質的評価に基づいた都市通勤輸送におけるハイグレードカーの導入可能性に関する研究」がある．西武鉄道の特急「レッドアロー」号の車内にてアンケートを展開し，特急料金負担を払ってもなお利用する理由について調査を行ったものだ．

利用者の多くは確実に着席できることや，高速輸送が実現していることに対して料金負担の意義を感じていることが読み取れる．サンプル数の少なさに不安があるものの，仮想状態を用いた通勤列車の乗換抵抗軽減の価値についての質問を展開しており，有料列車の意義ばかりでなく，仮想部分の価額とについて多くの指針を得られる．

3.2.2. 湘南ライナープロジェクト
1994年，先のJR東日本派遣研究員辻巻伸とJREメンバーが行った「湘南ライナープロジェクト」が存在する．東海道本線の通勤ライナー「湘南ライナー」の着席整理券を対象に「着席に対する価値」を測定してその価値を導き出した．このプロジェクトで注目されるべき点は，着席整理券（ライナー券）を求めるために毎月展開される長時間の行列が解消された場合の価値を仮想条件として調査しており，仮想評価法の応用形態としても参考になる．問題点としては，調査の結果得られる着席の価値に関して，停車駅が精選されている「速達列車」の性格を併せもつため，普通列車に比して速達性が高いことと，東京駅以外の拠点駅（新宿駅など）へ直接乗り入れできる価値などが混用されている可能性を否定できない部分が残ることであった．

3.3.対象設定の条件

　先行事例を踏まえ，純粋に特別車両の価値を求めるためには次の条件が必要である．

	（Ａ）スピード・停車駅はまったく同等であること
（Ｂ）設備やサーヴィスに差異が見られること
（Ｃ）サンプル数が確保できる路線であること
（Ｄ）状況が把握できる路線・地域であること
（Ｅ）バイアスが発生しづらい条件が揃っていること


　本研究では，これらの要素を勘案した結果，JR横須賀線を対象とした．同線は，都心と神奈川県下のベッドタウンを結ぶ通勤基幹路線であり，横浜・鎌倉といった観光地の性格を持つ地域を結ぶことで，さまざまな目的をもつ利用者の乗車が考えられること．また，一部のライナー列車を除いて同一形式（E217系）による運用がなされており，設備に依存したバイアスの除去が可能であること．慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（SFC）の至近地域にある路線であり，現地調査が容易に行えることである．

3.4.仮説の設計
　これらの背景を踏まえ，次のような仮説を設計した．

	(Ａ)今のグリーン料金は高いと考えられている．
(Ｂ)普通車利用者よりグリーン車利用者の方が価値を高く判断する．
(Ｃ)家計満足度が上昇するほどグリーン料金への価値が高くなる．
(Ｄ))改善プランに対する価値観はグリーン車利用者

の方が高くなる．


　この他，探索的に従来は根拠無きまま語られてきたグリーン車の価値について定量的裏付けを見つけるべく，探索的調査を併せて行う．繰り返しになるが，本来的に求める内容は次の通り．
	(1) 現状のグリーン車について，利用者はどのくらいの価値を持っているのか
(2) 利用者はどのような目的や理由でグリーン車を選択しているのか
(３)現在のグリーン車に対する不満点や希望する点はあるのだろうか
(４)施設やサーヴィスが向上した場合，どのくらいの価値を置くのだろうか


4. 手法の選択
　公共交通環境は自然環境に通じる非排除性と非競合性を持っている．このことから，環境評価の調査手法を導入することが可能であり，かつ客観的な価値観を導入する必要が課せられる．このことから，次の４手法を想定し，結果的に仮想評価法・コンジョイント分析の手法を合わせた方法が最も適していると考えられる．

	(A)仮想評価法(CVM)

(B)コンジョイント分析
(C)トラベルコスト法
(D)ヘドニック法


5. 調査の手順

　種々の背景と，研究内容の検討を行った結果，調査の形態として仮想評価法とコンジョイント分析を主軸に，質問を展開することとした．調査形式については，客観性・定量性を主眼に据え，次の４項目を目標に検討した．

	（Ａ）調査対象は東京～逗子間のＪＲ横須賀線利用者
（Ｂ）サンプル数が集まるような調査形式を考慮する
（Ｃ）極端な負担を強いらない分量と形式に留意する
（Ｄ）プライバシーの侵害が発生しないように務める


　調査形式であるが，事前の複数回の下見によって，グリーン車は朝夕のラッシュタイムを除くと決して利用数が多くないことが判っている．普通車は時間帯を問わず旺盛な需要があり，ラッシュ時は非常に混雑すると言うことが明らかになっている．そこで，確実な回収と，利用者・調査側ともに安全性を考慮した結果，及び事前の下見の結果を総合して，展開する調査は次の形式で計画し，準備を開始した．

	○配布場所
　グリーン車…東京駅～逗子駅間のグリーン車車内
　　　普通車…東京駅ホーム及び逗子駅ホーム
○調査形式
　グリーン車…調査票の車内配布・車内直接回収方式
　　　　　　　及び調査票の車内配布・郵送回収方式
　　　普通車…調査票の駅構内配布・郵送回収方式


　調査列車に関しては，多くのサンプル数を押さえる目的と，幅広い利用客層を捉える意味合いから，朝ラッシュ・データイム・夕ラッシュの時間帯をピックアップすることになった．結果，次の列車を候補としてピックアップした．以降，これら対象にした列車を「軸列車」と呼称する．なお，下記のダイヤは調査日となった2000年10月10日現在のダイヤを基にしている．また，軸列車にはそれぞれA～Dまでの行路番号を振り，分析・集計作業に供した．

	１回目　逗子08:17発－ 848S－東京09:17着→Ａ行路
２回目　東京11:08発－1069S－逗子12:09着→Ｂ行路
３回目　逗子15:16発－1578S－東京16:15着→Ｃ行路
４回目　東京18:30発－1787S－逗子19:37着→Ｄ行路


　調査日については普通車が10月10日，グリーン車の1回目が10月11日，2回目が10月12日となった．

質問票作成に関しては，総合政策学部片岡正昭助教授の指導を頂戴し，幾度にもわたるミーティングと質問票の試作を繰り返した上で，構成・ワーディング・調査上で起こりうる可能性について状況を詰めた．質問の選択項目に関しては，有澤研究会を始め，多くの方に協力を戴き，考えられる限りの要素を選択した上で精選した．作成した質問票については，有澤研究会でプリテストを行い，回答時の障害・疑問点・誤読の可能性などについて調整を行い，調査に可能な限りで備えた．

図2は，質問票の仮想評価法に関わる部分である．誤読を起こさないようにワーディングや用語はもちろん，レイアウトや文字フォント・サイズなどにも配慮した．文字サイズやフォントに関しては，揺れる車内という「悪条件」で回答することを考慮に入れ，紙面が許せる限りで文字を大きく，ちらつきのしづらい，読みやすいフォントを選択した．
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図2　仮想評価質問部分

6. 調査の経過
　調査については，自分の他に研究室のメンバーを加え，6名/1日で配布に備えた．普通車・グリーン車の調査日とも，好天に恵まれ，概ね支障無く予定通り展開することができた．

7. 集計・分析結果
7.1.集計結果
　調査票の配布終了後，普通車・グリーン車ともに表1に見られる返答及び回収があった．普通車では，平均回答率が20％前後の郵送回収調査にも関わらず，回収率38.2%に達した．グリーン車についても，直接配布・直接回収と郵送調査を併用した形式での回収率は実に70％に上った．　　横須賀線利用者にとって，グリーン車がいかに身近で，かつ回答モティベーションが高い存在であることを物語る一端であると見ることもできる．
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　　　　表1　配布数と回収率

7.2.グリーン車利用者
　利用者年齢層を見てみた．調査票では年齢別に分けたのだが，図3を見るとおり，グリーン車は50歳台をトップに，全利用者の約74％を40～60歳台が占めている．反面，20～30歳台の利用も見られるものの，数は少ない．男女比については，男：女でほぼ3:1となっていた．

[image: image4.wmf]グリーン車利用頻度

38

2

21

32

4

3

16

3

4

5

13

4

2

5

8

0

10

20

30

40

A

B

C

D

人数

週５日以上

週１〜４回

月１〜２回

それ以下


　　　　　　　　図3

　図4は行路別の利用目的であるが，A・D行路では通勤需要が圧倒的である．図4で興味深いのはどの行路を通してみても，私達用にて利用する人が一定数存在することである．少数ながら，日常用途としてグリーン車を使っている人が見られる．利用目的の自由回答記述を参照すると，通院や高齢のため，普通車の利用が困難なためにグリーン車を使っている回答が見られた．私達用の多くはこのような用途でグリーン車を使っていると考えられる．列車別の利用目的で見ると，昼間帯のB・C行路では，この他に観光・旅行需要が散見できる．また，夕刻下りのD行路で観光にいくらか数が挙げられているのは，当該調査列車が成田空港からの快速「エアポート成田」であり，成田空港から大型スーツケースを持った利用者が，グリーン車を使ったためである．
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図4

　利用頻度で見ると，週5日以上と週1～４回という人が全利用者の70.6%を占める．また，図5に挙げる行路別で見てみると，A・D行路で週5日以上と言う利用者が飛び抜けて多い．また，週1～4回利用すると言う人も比率的には週5日以上の利用者と歩を合わせている．
　利用乗車券及び利用グリーン券で見てみると，A行路のような朝ラッシュ時は，グリーン定期券・グリーン回数券の利用が非常に目立つ．同じラッシュ時間帯でもD行路は回収サンプルに対し，普通乗車券を別途購入して利用している人が目立つ．先の利用目的と相照らすと，夕方の利用者は平時，定期券で利用して居る人が別途グリーン券と乗車券を購入して利用しているパターンと，空港からの帰途で荷物や疲労条件が厳しい人が利用していると考えられる．また，データイムグリーン料金回数券が利用できないA行路で同券利用者が見られた．これは，利用者が利用時間を錯誤しているか，JRの案内不足と見られる．
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図5

7.3.普通車利用者
　図6を見ると，普通車利用者の年齢層であるが，50歳台が飛び抜けて多い．若年層も絶対数としては多くなっているが，グリーン車に比して少ない．配布は，当該地点を通過するすべての利用者を対象として，配布時点での年齢層や回答層にバイアスが発生しないように務めた．若年層が少ないことについては，配布時刻が学業時間帯に入っていることにあると考えられる．

[image: image7.wmf]列車別利用頻度
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図6

利用目的について見てみたい．左図（図7）を見ると，通勤利用が圧倒的である．次いで私達用・業務と続いている．列車別の利用目的を見てみると，グリーン車とほぼ共通した目的が並ぶ．列車別で用途を見てみると，C行路での私達用が飛び抜けている事がわかる．方向からすると午後に逗子から東京へ向かう流動である．私達用は買物・通院などが背景としてまとめられる項目となり，時間帯的にも納得がいく．
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図7

普通車で，グリーン車の利用経験と頻度を尋ねてみた（図8）．まず，利用経験の有無を列車別で見ると興味深い点が見られる．A行路利用者の相当数がグリーン車利用経験があると答えている．逆に，利用経験の無い人がある人を上回っているのはB行路だけであり，C・D行路とも何らかの形で横須賀線グリーン車について利用した人が多いと明らかになった．
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　そこで，グリーン車の利用経験がある人に限り，利用頻度を尋ね，これを列車別に表したのが図9である．これを見ると，B・C・D行路では「滅多に使わないものの，利用経験はある」人が多い．しかし，A行路では週１～4回の利用をしている人が少なからず居ることが判った．ここから見られることとして，横須賀線の利用客層としては，グリーン車を全く利用しない人が少数派であり，かなりの人が状況や時間帯に応じ，グリーン車を利用している人が相当数存在すると見ることができる．

	t-value
	自由度
	危険率

	3.28856
	375
	p=0.0011
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　　　　　　　　図9

8. 集計・分析結果
8.1.仮説の検証
先に提示した仮説の検証を行ってみる．（A）については，グリーン車利用者・普通車利用者が現在のグリーン車に関し，抱いている価値の平均によって結果が出る．表2は，東京～逗子間（現行所要時間６０～７０分，運賃８９０円・グリーン料金９５０円区間）をモデルとして，現状の設備・サーヴィスの価格をつけてもらった結果についての，各項目毎の平均値統計量である．

	
	平均値
	標準偏差
	平均値標準誤差

	普通車
	672.70 
	279.89 
	18.46 

	グリーン車
	765.65 
	247.29 
	20.40 

	両者統合
	708.94 
	271.14 
	13.96 

	現行料金
	950.00 
	
	


　　　　　　　　表2

　一番下にモデル区間の現行グリーン料金を出してみた．グリーン車利用者では８０％前後，両サンプルの通算平均で７４％前後，普通車では７０％程度の評価しか与えられていないことになる．いずれの数値も，現行料金を上回る価額評価を下しているサンプル群は存在せず，仮説（A）は成立している．
仮説（B）であるが，すでに仮説（A）で普通車利用者とグリーン車利用者の差について判断が出されている．両者の価格差について有意な差が認められるのか，という点について見てみたい．表4は表3で出ている現状価値の差について個別にＴ検定を行ったものである．

	
	平均値
	差95%信頼区間
	
	t 値
	自由度

	
	
	下限
	上限
	
	

	普通
	672.70 
	636.33 
	
	36.45 
	229.00 

	グリーン
	765.65 
	725.34 
	805.96 
	37.54 
	146.00 

	両者統合
	708.94 
	681.48 
	736.40 
	50.77 
	376.00 


　　　　　　　表3

　　　　　　　　表4

これにより，グリーン車と普通車利用客の価値平均差が有意であることが確認できた．故に，普通車利用者よりグリーン車利用者の方が高い価値をもっていると判断することができた．これにより，仮説（B）は成立したと言える．

仮説（C）は，表5のような家計満足度とグリーン車の価値のクロス集計を行い，一元分散分析に掛けた上で有意確率の検定を行えばよい．表の横軸は，「G」がグリーン車，「E」が普通車である．それぞれのアルファベットの右数字は，「1→5」に向かって「満足→不満」となっている．

　　　　　　　　　

	
	度数
	最小値
	最大値
	平均値
	標準偏差
	分散

	Ｇ１
	24
	450
	1000
	734.5833
	197.8357
	39138.95

	Ｇ２
	47
	400
	1900
	820.4255
	253.291
	64156.34

	Ｇ３
	45
	500
	1800
	775.7778
	270.4835
	73161.31

	Ｇ４
	17
	500
	1500
	711.7647
	253.4323
	64227.94

	Ｇ５
	11
	300
	800
	627.2727
	155.505
	24181.82

	
	
	
	
	
	
	

	Ｅ１
	51
	0
	2000
	727.0588
	356.1645
	126853.2

	Ｅ２
	42
	450
	1200
	628.0952
	174.6109
	30488.97

	Ｅ３
	47
	300
	1300
	695.3191
	265.1566
	70308.05

	Ｅ４
	47
	300
	1500
	660
	226.5334
	51317.39

	Ｅ５
	43
	300
	2000
	640.9302
	325.2312
	105775.3


各数値について家計満足度を因子とした一元配置分散分析にかけた結果，95%以上の確率で有意になる数値が発生したのは，Ｇ2のみであった．結果から家計満足度が価値評価に影響を及ぼしていると結論づけることはできない．仮説（C）は成立しない．

仮説（D）であるが，表6として，各種改善プランに対する価値についての評価を表6で出してみた．それぞれの改善プランに対して，ある程度の価値を見いだしている人が確認できる．実際問題として仮想改善サーヴィスを希望しない人の部分だけサーヴィスの提供を停止すると言うこと　　　　　　　は不可能である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表5 

	
	度数
	範囲
	最小値
	最大値
	合計
	平均値
	
	標準偏差
	分散

	
	統計量
	統計量
	統計量
	統計量
	統計量
	統計量
	標準誤差
	統計量
	統計量

	Ｇ車　座席幅
	68
	740
	10
	750
	4995
	73.46 
	13.30 
	109.72 
	12037.51 

	Ｇ車　フットレスト
	64
	790
	10
	800
	3860
	60.31 
	16.55 
	132.39 
	17526.88 

	Ｇ車　背もたれの改善
	66
	590
	10
	600
	3380
	51.21 
	9.61 
	78.04 
	6090.82 

	Ｇ車　全面カーペット
	30
	250
	0
	250
	710
	23.67 
	8.00 
	43.84 
	1922.30 

	Ｇ車　おしぼり
	19
	200
	0
	200
	520
	27.37 
	9.80 
	42.70 
	1823.25 

	Ｇ車　携帯電話スペース
	35
	100
	0
	100
	1120
	32.00 
	4.79 
	28.37 
	804.71 

	Ｇ車　車内放送カット
	41
	800
	0
	800
	1890
	46.10 
	19.60 
	125.49 
	15748.14 

	
	統計量
	統計量
	統計量
	統計量
	統計量
	統計量
	標準誤差
	統計量
	統計量

	普通　座席幅
	101
	290
	10
	300
	5230
	51.78 
	5.37 
	54.01 
	2916.79 

	普通　フットレスト
	109
	190
	10
	200
	4540
	41.65 
	2.90 
	30.23 
	913.91 

	普通　背もたれ改善
	112
	290
	10
	300
	4480
	40.00 
	3.56 
	37.70 
	1421.62 

	普通　全面カーペット化
	62
	195
	5
	200
	1600
	25.81 
	3.88 
	30.58 
	935.40 

	普通　おしぼり
	32
	95
	5
	100
	745
	23.28 
	3.79 
	21.46 
	460.66 

	普通　携帯電話スペース
	76
	295
	5
	300
	2285
	30.07 
	4.83 
	42.08 
	1771.00 

	普通　車内放送カット
	50
	295
	5
	300
	1400
	28.00 
	6.41 
	45.33 
	2055.10 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表6）

グリーン車利用者と普通車利用者の間の平均値の差には有意な差があるか，という部分について，T検定を利用して表7のような検証を行った．その結果，いずれの項目についても，両側の有意確率が0.05を超えた項目は無かったことから，改善設備の平均値について有意差は認められなかった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（表7）

	
	
	母平均差検定
	
	
	
	
	
	

	
	
	t 値
	自由度
	有意確率 (両側)
	平均差
	差標準誤差
	信頼区間
	

	
	
	
	
	
	
	
	下限
	上限

	座席幅拡大
	等分散仮定
	1.704
	167.000
	0.090
	21.674
	12.721
	-3.440
	46.788

	フットレスト設置
	等分散仮定
	1.413
	171.000
	0.160
	18.661
	13.208
	-7.411
	44.733

	背もたれ改善
	等分散仮定
	1.288
	176.000
	0.199
	11.212
	8.704
	-5.965
	28.389

	カーペット化
	等分散仮定
	-0.272
	90.000
	0.786
	-2.140
	7.874
	-17.782
	13.503

	おしぼり配布
	等分散仮定
	0.455
	49.000
	0.651
	4.087
	8.979
	-13.957
	22.132

	携帯スペース
	等分散仮定
	0.247
	109.000
	0.805
	1.934
	7.831
	-13.587
	17.455

	放送カット
	等分散仮定
	0.948
	89.000
	0.346
	18.098
	19.090
	-19.833
	56.028

	
	１人辺り平均額

	
	　　　単位・円

	両方　座席幅
	24.58 

	両方　フットレスト
	20.19 

	両方　背もたれの改善
	18.89 

	両方　全面カーペット
	5.55 

	両方　おしぼり
	3.04 

	両方　携帯電話スペース
	8.19 

	両方　車内放送カット
	7.91 


　このことから，各種改善プランに対する利用者の価値観については，普通車・グリーン車といった利用設備にこだわらず，差は殆どないということができる．この結果を基にすると，仮に上記の各種プランが全て実行された場合のグリーン車（仮に「改善グリーン車」）の価値は，表8に示された価値を東京～逗子間のモデル区間で提示された現状価値判断額に加算した「797.39円」（1円部分の四捨五入によって≒800円）が，利用者の考える「改善グリーン車」妥当とするグリーン料金となった．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表8

　　　　　　

8.2.探索的検証

8.2.1.グリーン車の選択動機
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　グリーン車を選ぶ理由について，質問票でたずねた．図10がその結果である．

図10

回答は複数回答となっているが，グリーン車・普通車共に「座席確保のしやすさ」「普通車の混雑」「グリーン車は快適」の3点について多くの票が集まっている．グリーン車利用者に見られる傾向として，先の3項目では，票数が互いに迫っているが，それ以降の項目で落ち込んでいる．それでも，グリーン車利用が認められているケースが見られるのは，会社の重役クラスなど，グリーン定期券の支給あるいは購入が叶っている人がいるためと考えられる．

普通車利用者では，相当数が普通車の混雑に因した回答を行っており，それ以外の項目でも，グリーン車は「使える機会があれば」使う旨の回答が見られた．このことから見ると，グリーン車利用者は着席・快適を主眼としてグリーン車を利用するが，普通車利用者がグリーン車を利用する動機は普通車の混雑から逃避するための手段であり，かつグリーン車に対する高いモチベーションを持っていると言える．
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次に「グリーン車は快適」と回答した人に，どの部分やサーヴィスを指して快適なのか尋ねた．これが図11である．

　　　　　　　　　

図11

この図で見る限り，グリーン車・普通車利用者のいずれにしても「座席がゆったりしている」「静かだから」「落ち着いているから」の3つに分かれた．「静か」と「落ち着いている」に関しては，マクロに捉えて通じる部分が多いと考えると，グリーン車が快適と感じる大きい要素は「ゆったりした座席」と「静かさ・落ち着き」であり，これがグリーン車の「快適の価値」であると言える．　

8.2.2.グリーン車の価値配分
[image: image13.png]


　利用者はグリーン車の機能やサーヴィスのどこに比重を置いた価値判断を行っていたかについてまとめてみた．調査票では問6で行った現状評価の金額について平均を取り，これをグリーン料金の平均値で割った上で比率を出してみたのが図12のグラフである．

　　　　　　　　図12

現在のグリーン車の価値として評価できる要素について，座席・個別空間・静かさ・落ち着いた雰囲気が体勢を占めることが判った．少なかった内容として，備え付けの雑誌やテーブルがあった．雑誌については，調査日が雑誌「トランヴェール」の在庫が払拭していた日にあったことも，インパクトの少なさにつながっていると考えられる．テーブルに関しては，コンピュータを使ったり，食事しない人はあまり使わないものなので，重みとしてはそれほどではないと見られる．「その他」には具体的・抽象的な用途や機能が実に多く並んだが，この中にも「確実に座れる」という意見が少なからず見られた．

8.2.3.自由記述回答について
今回，項目を選択する他にグリーン車の制度や設備・サーヴィスについて利用者が考えていること，感じていることについて自由記述回答の形で意見聴取も行った．回答は実に多様で，かつ複数の分野にまたがる意見が集まる．そこで，１人で複数の意見が被さる場合，筆頭に記している，あるいはもっとも強調している分野を選択した．図13を見ると，規則・制度に関する意見が圧倒的であり，続いて車両・構造に関する意見・その他が続いている．車内設備・乗務員の応対など・利用者のマナーに関しては，ほぼ同数となっている．それでは，以下，それぞれの項目について見てみたい．
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　　　　　　　　　図13

＜車両・構造＞
　多かったのが，グリーン車の存否そのものに関する意見．普通車の増結を希望する声が少なくない一方，グリーン車を残しながらも両数の削減について意見を表すケースも見られた．グリーン車利用者の意見としては，現状の料金を収受する以上，グリーン車として提供されるサーヴィスの「確実」な実現を希望する意見が多かった．
＜車内設備＞
　圧倒的に多かったのが，座席周りの苦情と意見である．隣人とふれあいたくないという意見が女性客を中心に多く見られた．次にリクライニングシートの故障・不具合に関し，修繕サイクルが遅い苦情が散見された．その次に空調関係の意見が多かった．スポット空調が設置されているのにも関わらず，壊れていたり，存在を知らなかったりという訴えに近い意見が見られた．全体空調に関しても，暑すぎ・寒すぎの調節が行き届かない点で，高齢者・女性客を中心に多くの意見が挙がった．
＜規則・制度＞
　圧倒的に多かったのが，通勤定期券でグリーン券を別途購入してもグリーン車が利用できない問題であった．後に触れるが，私達鉄各社の有料列車は，定期券があっても別途料金券を購入すれば乗車できるケースが殆どである．しかしJRグループでは，別途乗車券を購入し直さなくてはならない．　　

これは，定期券というシステムが創設されてから伝統になっていたものである．しかし今日，この規則がコンセンサスを得られていない例になっていることを物語る結果となった．あとは，グリーン料金の割高感や距離区分の刻みの粗さなどについて，多くの意見が寄せられている．
＜乗務員＞
　乗務員の業務内容に関する苦情と意見になっていた．多かったのは車内放送の長さ・多さ・声の大きさなどであり，続いてラッシュ時のグリーン券発売扱いに差が見られることであった．このほか，マナー違反の利用者を排除するなどの権限強化，あるいは秩序維持に関わる職権行使について意見が多く見られた．
＜ダイヤ・サーヴィス＞
　比較的意見がはっきり割れた項目で，横須賀線のダイヤそのものに対する増発希望，グリーン車の停車位置，グリーン券を容易に購入できる自動販売機の要望，車内での飲料類の販売機設置などが見られた．
＜マナー＞
　最も多かったのが，携帯電話に関する苦情であった．携帯電話については，仮想改善プランにあった「専用スペース」を設置しても排除して欲しいと言う意見と，グリーン車での携帯電話利用全面禁止を希望する意見が大勢を占めた．
＜その他＞
　今回の調査の感想・ライナー列車の増発などが見られた．また，普通車利用者に多かった意見として，普通車の輸送環境の悪化（着席数可能の激減や振動など）に対し，　

この結果としてグリーン車の存在がさらに際だってしまっていると見られる意見も多かった．この部分については8.2.1.の結果に通じる点であり，興味深い．

9. 結論としての提案

　これらの結果から，横須賀線グリーン車について，自身が実際に調査及び事前準備の段階で利用した部分で気がついた事を交え，提案という形で結論を出してみた．

9.1.制度的に改善が求められる部分

9.1.1.グリーン券との併用制度
　グリーン券と定期乗車券との併用が不可能な点について，多くの意見と批判が寄せられた．グリーン車あるいは優等列車利用の可否について，私達鉄各社はその殆どが定期券について，乗車券に準じたモジュール化・コンポーネント化が完了しており，基本的な輸送サーヴィスをピザの土台部分（ドゥ）にたとえると，有料特急列車・特別車両など，上に乗る「具」との関係が綺麗に成立している．

しかし，JRグループは，現行営業制度を見る限り，定期乗車券が創設された明治時代からの「パッケージ商品」の発想を脱しきれていない．グリーン車は勿論，特急列車・急行列車などの優等列車に関し，別途制限を緩めた列車以外は，料金券を追加購入した上でも利用することができない．料金で利用者を区分けする時代でなくなったにも関わらず，営業規則自体が身分制度に縛られた旧態依然となっている．

そこで，一般的にはグリーン券を定期券の全面的な併用を認めることが改善事項に上がると想起できる．しかし，現状の東海道本線及び横須賀線の混雑時間帯を見ると，グリーン定期券やグリーン回数券を利用している利用者でさえ座りそびれうることを考えると，満杯どころか一部車両では普通車より輸送環境が劣悪になる可能性が高く，この時間帯に限っては料金差の設定による利用分化が容認されると考える．次善の策として，企画料金券の「データイムグリーン料金回数券」通用時間帯に限り，定期券とグリーン券・データイムグリーン料金回数券との併用を認めることが考えられる．グリーン車の空間や座席リソースに関して，データイム時間帯へ利用者を積極的にシフトさせる推力となり，普通車の混雑低下を図り，体調のすぐれない利用者や空港利用者など，特段の事情を持った利用者への利便性の向上に供することができる．

9.1.2.グリーン料金
　現在のグリーン料金が利用者の価値観に照らして釣り合わない存在になっていることは定量的なグリーン車の現状評価部分と自由記述回答から推測は容易である．グリーン車利用者は，現在利用している価格の2割引相当，普通車利用者に至っては3割引相当が適当という判断を下していた．
　また，グリーン車利用客・普通車利用客を通して自由回答記述に多かったものとして，データイムグリーン料金回数券の存在が挙げられる．これは，現在のグリーン車の価値に関する質問の回答で，現行価格帯の900～950円・50kmの現行価格帯となる750円を抜き，500円前後の回答数が群を抜いていたことからも明らかである．現実の価格と価格乖離感が発生している状態は，適正価格にて適正サーヴィスを提供する輸送環境としては不適当である．現状評価の平均値（普通車・グリーン車合算分）に，仮想評価における各種改善プラン平均値をすべて累加した場合，はじめて現在の価額と同水準に並ぶ．
　すなわち，短期展望として現在のグリーン車のレヴェルとサーヴィスを今後も提供し続ける場合，グリーン料金については値下げを前提とした見直しが必要であり，現状は価格が高値側に不均衡状態であると結論づけられる．

9.1.3.グリーン料金の距離刻みについて
先に9.1.2.でグリーン料金の割高感について指摘した．自由記述回答でも特に普通車利用者から意見が寄せられたものとして，グリーン料金の刻みが粗すぎるとあった．確かに，距離的な不平等感が割高感につながっているとも考えられる．そこで，表9に現在のグリーン料金表を挙げてみた．尚，各料金枠の下にある各駅は東京駅を起点として，各ゾーン内の主要駅である．


この表を見ると，横浜まで使うのと，大船まで使うのでは距離感も所要時間の違いも大きい．100kmを超える長距離部分はともかくとして，朝晩を中心に利用が多い100km以下について，1～2段階くらい料金帯を増してもおかしくない．そもそも，この料金帯自体はまだ昼間の普通列車で浜松・名古屋・大垣)辺りまで直通列車が存在していた頃から殆ど変わっていない．そこで，100km以下に別途，仮設として30kmと80km料金帯を設定してみた．料金についてはそれぞれデータイムグリーン料金1回分と，両側距離の中間として半額算出した．すると，表10のようになる．

先ほどより，幾分か納得がいく距離区分になっていると考えられる．80km以下の料金区分と主要駅に注目すると，モデルケースの逗子駅がある．先ほどの分析結果でも，現状グリーン車で平均で708円，仮装改善グリーン車で800円前後と価値付けを行っていた．この距離レートで考えてみると，利用者判断と事業者提示価格の中間に相当する料金帯が実現できている．かつてのような，超長距離を直通するグリーン車の運用が無くなった今，比較的近距離で，気軽にグリーン車を利用する人を誘発する制度が策定されても不自然ではないし，調査結果にも見られる実際の使われ方からも納得いく方策である．

9.2.技術・設備的に改善が求められる部分
9.1.1.座席横幅の拡幅
　E217系グリーン席の座面横幅は45cmとなっている．これは新系列通勤電車のロングシート1人分と同じである．旧来の標準的なグリーン車に比すると，2cm近く広がっている．在来車基準値は昭和30年代の平均的な身体寸法を基準にしたものであり，決して十分ではない．自由記述回答でも見られた通りで，通路の通行に支障が出ない範囲で横幅の拡幅を行う必要がある．

9.1.2.アームレスト(肘掛)の改善
　次にアームレスト改善を挙げる．グリーン席にはサイド（横肘掛）・センター（中央肘掛）が付いている．インアームレストについて，サイズ・形状共に隣席との仕切の機能を果たしきっていない．座面からの長さ・高さがサイド側と付合しておらず，実際に利用すると，身体バランスに不均衡感が発生する．利用者のプライバシー向上と機能性向上を勘案した場合，現在のアームレストは本来の機能を果たしていない．

9.1.3.フットレスト(足乗せ・足置き)設置
　仮想改善プランの中で，座席幅に次いで要望が多かったのが，フットレスト設置である．今日の若年層は体格的に恵まれており，取り立ててフットレストを利用する必要は無い．一方，高齢者や女性は，着座した時点で床面に足が届ききらない人も多い．今回の調査でも，自由記述回答の他に調査員に直接この旨を伝える利用者が多かった．
　JR他社では，E217系と同等のシートピッチにも関わらず，フットレストを装備している車両が多い．機構自体も，人手を煩わせないメンテナンスフリー構造になっているものが多くなった．高齢者や女性を中心に，ニーズに合致すると判断する．

9.1.4.背面形状の改善
仮想改善プランで選択されたものとして「隣人と触れ合わない」というものが多かった．実乗調査で判ったこととして，背面形状が現実的な形状になっていないと考えられる．この座席の場合，まず臀部座ブトン形状が平面に近い形状になっており，上半身からの体重遷移に腰部でのホールドができていない．腰部を背もたれ側に付けても前方にせり出る，落ち着かない着座姿勢になってしまう．足で床面を押さえる姿勢が必要になるが，床は本章で後述しているカーペットなどの滑走低減策が施されておらず，また，安楽が前提の座席環境では落ち着きの無い状態になっている．
リクライニングさせた時，他人との境が明確になることで，プライバシーの確保が達成されることで心理的に安心感が発生する．しかし，この座席はヘッドレストなどの装備がなく，隣人の視線を感じる意見も散見された．そこで，背面について上方に2～3cm程度し，ヘッドレスト部分について緩やかに前方傾斜する形状にすることが望ましい．また，外部環境と仕切る意味合いで，背面の一部はサイドアームレストの上側に張り出す形状も有効である．一部特急車両のアコモデーション改善車にも採用されており，視覚的に幅広い座席の印象を持たせると共に，上半身の安定したホールディングに寄与している．

9.1.5.手すりの設置
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である．ヘッドレスト背後に手すりが設置されており，揺れる車内でも安全通行が可能である．また，形状も設置場所を工夫したことで，手すりが露骨に通路へはみ出していないことにも美観上・機能上から好感が持てる．グリーン席のヘッドレスト背面側に通行者用の取手を設置し，今後，高齢者や障害者向けの手すりを背面に増設することも必要だろう．

9.1.6.床面カーペットの充実
仮想改善案でも，床面全体のカーペット化について評価が集まった．E217系グリーン車は，客室通路部分にのみカーペットが敷かれている．実際に着席すると，着席時に足下が滑る感触を受ける．また，フットレストあるいは類する姿勢保持用のパーツが存在しないことと，座面構造によって上半身の重量がそのまま臀部から下半身へ流れる状態になることから，静閑性の向上と床面の摩擦維持の観点からも必要である．
　同様に，昇降で激しい騒音源となっている階段部分も壁面と床面について布を貼った上で静音化が必要である．新型車両のグリーン車に特有の音として，在来車より中高音部の騒音が多く入って来ているように見られる．また，同一レヴェルの外部騒音（駅の発車ベル・列車のすれ違い音等）に関しても，在来の同一構造車（２階建グリーン車）に比して，多く侵入している．外部からの音環境は，残念ながら確実に悪化していると取ることができる．これらを少しでも軽減することは，静かさを求められているグリーン車の価値をアップさせるための施策として必須である．

9.1.7.仕切扉設置
　デッキと客室の間に扉の設置を要望するものが多く見られた．グリーン車では，携帯電話に関し，デッキへ誘導しているものの，デッキに近い2階席・階下席では，話し声がそのまま入ってくること，ドアが開く度，外気が流入して，空調効果が良くないことが挙げられている．

現在の構造では一見，設置は不可能に見える．しかし，折戸設置を条件にすると，2階席部分は階段上端に，階下席部分は階段下端で客室側に開扉形状の仕切扉が設置可能であると見られる．構造的に，デッキ側・客室側双方からの視界を確保した上での設置は，取り立てて難しいことではない．これは空調効果の維持も兼ね備えることとなり，客室としての落ち着きを考えると，極めて実利の多い，かつ利用者にも直接的にメリットが分かる改善案となる．

9.1.8.携帯電話・モバイルスペースの設定
情報機器普及に伴い，車内利用を志向する人と快く思わない利用者が対立するようになってきた．現在，JR及び私達鉄では，デッキを持つ車両など音源隔離できる列車以外では，通話機能を焦点として基本的に利用を禁止している．そこで，グリーン車では通信機器が利用できることを付加価値の一端として認め，携帯電話による通話・通信及びコンピュータ類の利用が可能な空間に提供することを提案したい．自由回答記述意見と照らし合わせると，利用志向側と隔離志向側共に，この空間の設置には好意的であった．

　このスペースを設置する場合，普通車からの乗り込みが無く，かつ医療器具を付けた人が容易に場所を移れるように，現在の４号車車掌室側の１階席部分に設置するのが効率的かつ理想的である．電源についても可能であれば，コンセントの配慮をしておきたいし，将来的には列車自体を一つのサーバーとして情報通信が可能なインフラを備える必要もある．

9.1.9.荷物置場の設置
成田空港利用者は少なからず，グリーン車に乗車しているが，スーツケースなどの大型荷物を収納するスペースが存在していない事が挙げられる．2階席・階下席などは車両構造上の問題で荷物棚が存在していない．しかし，1階席部分にも荷物スペースが存在していないのは現在の用途を考慮すると問題である．
　今回の調査では，D行路で成田空港からの帰途利用者が乗車していた．しかしながら，スペースが存在しないためやむなく通路に置いていた．これは，乗務員・他利用客の通行阻害になるばかりか，非常時は通路をふさいでしまう危険物になる．所有者自身も，転動しないよう，常に監視していなければならず，精神衛生的に必ずしもよい状態とはいえない．
　現在のE217系車両が投入される前の2階建てグリーン車には，荷物置き場が1両に1ヶ所設置されていた．安全上・実用上の観点から，1席（2人分）の定員減は仕方ないとして，荷物置場を設置すべきである．あるいは閑散時間帯について，車掌判断で業務スペースを随時開放するなど，現有設備の弾力的な空間利用を図るべきである．

9.1.10.車内放送のカット
　グリーン車では，多くの人が過剰な車内放送のカットを望んでいた．今回，仮想評価のサーヴィスでも，本来的に運用経費が0円と同義のプランにも関わらず，多くの価値を見いだした回答が多かった．

これは，利用者の多くが「毎日聞いている」常連客の意見であることが挙げられる．朝晩の利用者が固定されている列車では，終着・非常事以外の車内放送をカットしても構わないと考えられる．今まで，一斉放送でまかなってきた情報提供手段のメインを，各客室に設置されている電光掲示板にシフトさせた方が，ユーザーニーズとグリーン車に求められた価値に応えている．この上で，新規あるいは利用回数の少ない利用客が，車掌を呼び止めて個別応対した方が利用者により近いサーヴィスの展開となる．

9.1.11.その他
　このほか，グリーン券売機の増設や満席案内灯の設置について，いくつか意見が挙げられた．

10. まとめ
本調査では，CVMに代表される表明選好アプローチを用いることで，実際にＪＲ横須賀線の車両及び施設内で調査を展開したことから，個々の価値・意見・情報の信頼性は高いと考えられる．
　懸念されるバイアスに関しても，利用者に可能な限りで正確な情報を伝えた上で，実際にサンプル数を確保することで，客観的なデータをより正確に得ることが可能になることから，今後，交通運輸環境に限らず，広く様々な価値観を計測し，プライオリティやニーズを捉えるために有効な手段であると考えられる．
　今後の課題としては，普通車と一部のグリーン車では回答時間や枚数の関係で郵送回収方式となったが，可能であれば両者共に同一のシチュエーションで回答が出来る環境，あるいは紙面を用いた静的な仮想評価を一歩進め，現状と改善案について可能な限り体験・経験できる上でその価値観を探り出す動的な仮想評価プロセスを行うことができれば，より現実に近い数値が得られると考える．
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		有効		商用 ショウヨウ		17		6.7193675889		6.8825910931		6.8825910931

				業務 ギョウム		23		9.0909090909		9.3117408907		16.1943319838

				通勤 ツウキン		141		55.7312252964		57.0850202429		73.2793522267

				通学 ツウガク		7		2.766798419		2.8340080972		76.1133603239

				観光／旅行 カンコウリョコウ		10		3.95256917		4.048582996		80.1619433198

				私用 シヨウ		49		19.3675889328		19.8380566802		100

				合計		247		97.628458498		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		6		2.371541502

		合計				253		100

		往還状態 オウカンジョウタイ

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		往き ユ		167		66.0079051383		68.7242798354		68.7242798354

				帰り カエ		75		29.6442687747		30.8641975309		99.5884773663

				21		1		0.395256917		0.4115226337		100

				合計		243		96.04743083		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		10		3.95256917

		合計				253		100

		家計満足度 カケイマンゾクド

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		満足 マンゾク		30		11.8577075099		12.0967741935		12.0967741935

				2		63		24.9011857708		25.4032258065		37.5

				どちらでもない		95		37.5494071146		38.3064516129		75.8064516129

				4		42		16.6007905138		16.935483871		92.7419354839

				不満 フマン		18		7.1146245059		7.2580645161		100

				合計		248		98.023715415		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		5		1.976284585

		合計				253		100

		質問５(４は基本的に定期券)

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		普通乗車券 フツウジョウシャケン		140		55.3359683794		57.6131687243		57.6131687243

				定期乗車券 テイキジョウシャケン		84		33.2015810277		34.5679012346		100

				回数乗車券 カイスウジョウシャケン		15		5.9288537549		6.1728395062		63.7860082305

				その他 タ		4		1.581027668		1.646090535		65.4320987654

				合計		243		96.04743083		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		10		3.95256917

		合計				253		100

		利用経験

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		あり		194		76.6798418972		78.2258064516		78.2258064516

				なし		54		21.3438735178		21.7741935484		100

				合計		248		98.023715415		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		5		1.976284585

		合計				253		100

		利用頻度 リヨウヒンド

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		週５日以上 シュウニチイジョウ		7		2.766798419		3.4482758621		3.4482758621

				週１～４回 シュウカイ		21		8.3003952569		10.3448275862		13.7931034483

				月１～２回 ツキカイ		48		18.9723320158		23.645320197		37.4384236453

				それ以下 イカ		127		50.1976284585		62.5615763547		100

				合計		203		80.2371541502		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		50		19.7628458498

		合計				253		100
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Sheet1

		年齢

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		２０歳台 サイダイ		6		3.6585365854		3.7037037037		3.7037037037

				３０歳台 サイダイ		18		10.9756097561		11.1111111111		14.8148148148

				４０歳台 サイダイ		38		23.1707317073		23.4567901235		38.2716049383

				５０歳台 サイダイ		46		28.0487804878		28.3950617284		66.6666666667

				６０歳台 サイダイ		39		23.7804878049		24.0740740741		90.7407407407

				７０歳以上 サイイジョウ		15		9.1463414634		9.2592592593		100

				合計		162		98.7804878049		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		2		1.2195121951

		合計				164		100

		性別

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		男性 ダンセイ		126		76.8292682927		77.7777777778		77.7777777778

				女性 ジョセイ		36		21.9512195122		22.2222222222		100

				合計		162		98.7804878049		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		2		1.2195121951

		合計				164		100

		目的

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		商用 ショウヨウ		10		6.0975609756		6.1728395062		6.1728395062

				業務 ギョウム		14		8.5365853659		8.6419753086		14.8148148148

				通勤 ツウキン		101		61.5853658537		62.3456790123		77.1604938272

				通学 ツウガク		1		0.6097560976		0.6172839506		77.7777777778

				観光／旅行 カンコウリョコウ		11		6.7073170732		6.7901234568		84.5679012346

				私用 シヨウ		25		15.243902439		15.4320987654		100

				合計		162		98.7804878049		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		2		1.2195121951

		合計				164		100

		往還状態 オウカンジョウタイ

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		往き ユ		89		54.2682926829		54.9382716049		54.9382716049

				帰り カエ		71		43.2926829268		43.8271604938		98.7654320988

				合計		162		98.7804878049		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		2		1.2195121951

		合計				164		100

		家計満足度 カケイマンゾクド

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		満足 マンゾク		29		17.6829268293		18.125		18.125

				2		49		29.8780487805		30.625		48.75

				どちらでもない		52		31.7073170732		32.5		81.25

				4		18		10.9756097561		11.25		92.5

				不満 フマン		12		7.3170731707		7.5		100

				合計		160		97.5609756098		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		4		2.4390243902

		合計				164		100

		利用頻度

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		週５日以上 シュウニチイジョウ		61		37.1951219512		37.6543209877		37.6543209877

				週１～４回 シュウカイ		55		33.5365853659		33.950617284		71.6049382716

				月１～２回 ツキカイ		25		15.243902439		15.4320987654		87.037037037

				それ以下 イカ		19		11.5853658537		11.7283950617		98.7654320988

				合計		162		98.7804878049		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		2		1.2195121951

		合計				164		100

		利用券

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		普通乗車券 フツウジョウシャケン		62		37.8048780488		38.75		38.75

				普通回数券 フツウカイスウケン		14		8.5365853659		8.75		47.5

				企画乗車券 キカクジョウシャケン		0		0		0		0

				グリーン定期券 テイキケン		41		25		25.625		73.125

				グリーン回数券 カイスウケン		38		23.1707317073		23.75		96.875

				その他 タ		5		3.0487804878		3.125		100

				合計		160		97.5609756098		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		4		2.4390243902

		合計				164		100

		Ｇ券種類

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		普通列車用グリーン回数券 フツウレッシャヨウカイスウケン		81		49.3902439024		83.5051546392		83.5051546392

				データイムグリーン回数券 カイスウケン		14		8.5365853659		14.4329896907		97.9381443299

				その他 タ		2		1.2195121951		2.0618556701		100

				合計		97		59.1463414634		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		67		40.8536585366

		合計				164		100
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		年齢

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		１０歳台 サイダイ		3		1.185770751		1.2096774194		1.2096774194

				２０歳台 サイダイ		29		11.4624505929		11.6935483871		12.9032258065

				３０歳台 サイダイ		39		15.4150197628		15.7258064516		28.6290322581

				４０歳台 サイダイ		45		17.7865612648		18.1451612903		46.7741935484

				５０歳台 サイダイ		72		28.4584980237		29.0322580645		75.8064516129

				６０歳台 サイダイ		43		16.9960474308		17.3387096774		93.1451612903

				７０歳以上 サイイジョウ		17		6.7193675889		6.8548387097		100

				合計		248		98.023715415		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		5		1.976284585

		合計				253		100

		性別

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		男性 ダンセイ		165		65.2173913043		66.5322580645		66.5322580645

				女性 ジョセイ		82		32.4110671937		33.064516129		99.5967741935

				合計		248		98.023715415		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		5		1.976284585

		合計				253		100

		目的

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		商用 ショウヨウ		17		6.7193675889		6.8825910931		6.8825910931

				業務 ギョウム		23		9.0909090909		9.3117408907		16.1943319838

				通勤 ツウキン		141		55.7312252964		57.0850202429		73.2793522267

				通学 ツウガク		7		2.766798419		2.8340080972		76.1133603239

				観光／旅行 カンコウリョコウ		10		3.95256917		4.048582996		80.1619433198

				私用 シヨウ		49		19.3675889328		19.8380566802		100

				合計		247		97.628458498		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		6		2.371541502

		合計				253		100

		往還状態 オウカンジョウタイ

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		往き ユ		167		66.0079051383		68.7242798354		68.7242798354

				帰り カエ		75		29.6442687747		30.8641975309		99.5884773663

				21		1		0.395256917		0.4115226337		100

				合計		243		96.04743083		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		10		3.95256917

		合計				253		100

		家計満足度 カケイマンゾクド

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		満足 マンゾク		30		11.8577075099		12.0967741935		12.0967741935

				2		63		24.9011857708		25.4032258065		37.5

				どちらでもない		95		37.5494071146		38.3064516129		75.8064516129

				4		42		16.6007905138		16.935483871		92.7419354839

				不満 フマン		18		7.1146245059		7.2580645161		100

				合計		248		98.023715415		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		5		1.976284585

		合計				253		100

		質問５(４は基本的に定期券)

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		普通乗車券 フツウジョウシャケン		140		55.3359683794		57.6131687243		57.6131687243

				定期乗車券 テイキジョウシャケン		84		33.2015810277		34.5679012346		100

				回数乗車券 カイスウジョウシャケン		15		5.9288537549		6.1728395062		63.7860082305

				その他 タ		4		1.581027668		1.646090535		65.4320987654

				合計		243		96.04743083		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		10		3.95256917

		合計				253		100

		利用経験

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		あり		194		76.6798418972		78.2258064516		78.2258064516

				なし		54		21.3438735178		21.7741935484		100

				合計		248		98.023715415		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		5		1.976284585

		合計				253		100

		利用頻度 リヨウヒンド

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		週５日以上 シュウニチイジョウ		7		2.766798419		3.4482758621		3.4482758621

				週１～４回 シュウカイ		21		8.3003952569		10.3448275862		13.7931034483

				月１～２回 ツキカイ		48		18.9723320158		23.645320197		37.4384236453

				それ以下 イカ		127		50.1976284585		62.5615763547		100

				合計		203		80.2371541502		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		50		19.7628458498

		合計				253		100
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Sheet2

								回答分類 カイトウブンルイ		そのほか

		整理番号 セイリバンゴウ		種別 シュベツ		行路 コウロ				質問８８ シツモン

		142		E		A		3		現行のデータイムグリーン料金は大ヒット。／グリーン料金のみの回数券を作ることを勧める。 ゲンコウリョウキンダイリョウキンカイスウケンツクスス

		144		E		A		7		毎日は乗れないけど、たまに乗りたいな、と思わせる外観と雰囲気。それが大切だと思います。今も好きです。 マイニチノノオモガイカンフンイキタイセツオモイマス

		145		E		A		4		新橋からグリーン車に乗車してすぐに検札に来ないことがあり、睡眠など落ち着いた感じで乗車できないことがある。検札は駅毎にちゃんと来た方がよい。 シンバシシャジョウシャケンサツコスイミンオツカンジョウシャケンサツエキゴトキホウ

		146		E		A		6		どんなにプライバシーに気を遣っても、そこで携帯電話の使用があったのでは意味がない。本当にプライバシーを重視しようと考えるなら「グリーン車だから許されること」だけでなく「グリーン車だから絶対に許されないこと」を作っても良いのではないかと思う。 キツカケイタイデンワシヨウイミホントウジュウシカンガシャユルシャゼッタイユルツクヨオモ

		147		E		A		5		グリーン車が２両続きのため、毎日利用していない人たちが駅でグリーン車の位置に居たため、普通車に来るのに困るのをよく見掛ける。２両続きはグリーン車の乗客の利便が優先で９０％以上の一般の乗客が不便していると思う。現行の方法は変えられないとすれば、ホームにもっと判りやすい表示をすべきと思う。 シャリョウツヅマイニチリヨウヒトエキシャイチイフツウシャクコマミカリョウツヅシャジョウキャクリベンユウセンイジョウイッパンジョウキャクフベンオモゲンコウホウホウカワカヒョウジオモ

		148		E		A		3		料金が高すぎます。普通車が込んでいなければ使いたくないです。 リョウキンタカフツウシャコツカ

		152		E		A		7		乗車時間が短いのでそれほど必要性を感じていない。 ジョウシャジカンミジカヒツヨウセイカン

		153		E		A		3		定期券でもデイタイムの時間はグリーン料金追加だけで利用できると嬉しい！ テイキケンジカンリョウキンツイカリヨウウレ

		154		E		A		2		２～３人立っているとき、補助席があったらよい。折角料金を払っているのだから。特に親切な車掌がどこか空くと教えてくれることがあった。／携帯電話を席で掛けている人に車掌は注意できる権限を与えるよう、車内に目に付く標示必要。 ニンタホジョセキセッカクリョウキンハラトクシンセツシャショウアオシケイタイデンワセキカヒトシャショウチュウイケンゲンアタシャナイメツヒョウジヒツヨウ

		156		E		A		7		疲れているときや逆に車内で仕事をしたいときなどに利用したいので、スペース・リラックス・静かさなどを重視していただきたいです。 ツカギャクシャナイシゴトリヨウシズジュウシ

		158		E		A		1		東北線など付いていない路線がある。体が弱いなどの理由で普通車を使いたくない人もいるのだから各路線に必ず設置すべき。 トウホクセンツロセンカラダヨワリユウフツウシャツカヒトカクロセンカナラセッチ

		159		E		A		5		普通定期を使ってのグリーン利用が出来ないのは不便。どうせ空席なのであれば、普通定期客にもグリーンを開放し、＋αのグリーン料金で乗れるようにすればＪＲの収益向上にも繋がるはず。１階部分の一部は座席数少なく、他の妙な客と一緒になると治安上の問題が残る。成田など遠くへ行くとき、荷物置き場に困ることになる。 フツウテイキツカリヨウデキフベンクウセキフツウテイキキャクカイホウリョウキンノシュウエキコウジョウツナカイブブンイチブザセキスウスクホカミョウキャクイッショチアンジョウモンダイノコナリタトオイニモツオバコマ

		161		E		A		3		グリーン車を利用するのに定期券が使えない事、グリーン料金が運賃より高いことには納得できない。 シャリヨウテイキケンツカコトリョウキンウンチンタカナットク

		163		E		A		3		指定席扱いにした方が良いと思う。デッキの立ち席は止めた方がよい混雑時及び空席状況を外部（例えば行き先標示のＬＥＤ部分）に示すと良い。 シテイセキアツカホウヨオモタセキヤホウコンザツジオヨクウセキジョウキョウガイブタトユキサキヒョウジブブンシメヨ

		166		E		A		3		グリーン車自体は不採算だと思う。／その分を普通車の売り上げで補充しているのではないだろうか？これ以上のグリーン車の不採算の増加は認めたくない。但し、利用者は不満はないと思う。／従ってグリーン車の採算性の見直しをすべきであろう（距離による一律料金体制など）。 シャジタイフサイサンオモブンフツウシャウアホジュウイジョウシャフサイサンゾウカミトタダリヨウシャフマンオモシタガシャサイサンセイミナオキョリイチリツリョウキンタイセイ

		167		E		A		3		料金をもっと下げると利用しやすくなる。空席も少なくなり、稼働率（利用率）が向上するのではないか。／空席状況を車掌室でコンピュータ管理する事は出来ないか？車掌が巡回するたびに管理（監視）されているような印象を与える。／座席の脇にコイン式ボックスを設置し、空席には一定の料金を投入すればすぐ利用できるようにしたらよい。 リョウキンサリヨウクウセキスクカドウリツリヨウリツコウジョウクウセキジョウキョウシャショウシツカンリコトデキシャショウジュンカイカンリカンシインショウアタザセキワキシキセッチクウセキイッテイリョウキントウニュウリヨウ

		169		E		A		3		普通定期券＋グリーン料金で利用できると良いのですが…。 フツウテイキケンリョウキンリヨウヨ

		170		E		A		3		現状で結構。グリーン車は特に疲れているとき、混んでいるとき、たまに利用しますが、これ以上のサービスは必要なく、サービスが良くなって値段が高くなるので有れば余計なことだと思います。 ゲンジョウケッコウシャトクツカコリヨウイジョウヒツヨウヨネダンタカアヨケイオモ

		171		E		A		3		逗子→横浜　グリーン料金（３０ｋｍ以下）の設定をして欲しい。 ズシヨコハマリョウキンイカセッテイホ

		173		E		A		6		携帯電話は不愉快グリーン車の乗客の方が多いのでは無いでしょうか？タバコと同様に禁止すべきだと思います。／逗子～東京間９５０円（約５７ｋｍ）と逗子～千葉間（約９６ｋｍ）が同じ料金というのは不当ではないか？ ケイタイデンワフユカイシャジョウキャクホウオオナドウヨウキンシオモズシトウキョウカンエンヤクズシチバカンヤクオナリョウキンフトウ

		174		E		A		3		グリーン車の割引（身体障害者など）通勤時間帯及びその前後では、優先席を必要とする方が殆ど座れない。さりとて、グリーン料金は高い。割引の制度の有無については知りませんが、無かったら必要だろうな、と思います。 シャワリビキシンタイショウガイシャツウキンジカンタイオヨゼンゴユウセンセキヒツヨウカタホトンスワリョウキンタカワリビキセイドウムシナヒツヨウオモ

		175		E		A		7		１１両編成の時はグリーン車は１両にして欲しい。普通車を普段使う人はグリーン車を豪華にするより、普通車を快適にする改善に期待しています。 リョウヘンセイトキシャリョウホフツウシャフダンツカヒトシャゴウカフツウシャカイテキカイゼンキタイ

		177		E		A		7		９９％の人が利用する普通車についてこそアンケートを採り、お客の満足度を調査すべきである。現在の横須賀線は座り心地が大変悪い。１・１人辺りの座席の幅が狭い。男性が並ぶと体が当たり、きつい。特にコートシーズンになると気分が悪い。２・シートが固く、座り心地が悪い。３・窓の日よけがない。夏の日差しが暑くて座っていられない。東海道線の方がよい。また、関西のＪＲの方がよく勉強している。関西の私鉄含め、他と比較して悪いところは至急改善して欲しい。 ヒトリヨウフツウシャトキャクマンゾクドチョウサゲンザイヨコスカセンスワゴコチタイヘンワルニンアタザセキハバセマダンセイナラカラダアトクキブンワルカタスワゴコチワルマドヒナツヒザアツスワトウカイドウセンホウカンサイホウベンキョウカンサイシテツフクホカヒカクワルシキュウカイゼンホ

		179		E		A		5		グリーン車の上中下などランク分けしてみては？ シャジョウチュウゲワ

		180		E		A		6		デッキで携帯電話が使用できるのはよいが、騒音が大きく必然的に声も大きくなってるため、階段近くの座席はうるさい。また、冬、ドアが開くと冷気が入ってきて寒いので今後は階段の所に簡単なドアでも取り付けて欲しい。／現在のグリーン料金の刻みが荒いので、細かくして欲しい。例えば逗子～品川が７５０円で新橋まで乗ると９５０円に一気に２００円高くなるのは考慮して欲しい。又、横浜まで７５０円も高すぎる。データイムの５００円が妥当だと思う。逆にデータイムでも１００ｋｍを超えたら７５０円とか託しても良いのではないか？／通常料金で

		182		E		A		3		定期券＋グリーン券で乗車できるよう改善できないか？ テイキケンケンジョウシャカイゼン

		183		E		A		2		かえって良くない設備　１・リクライニング…前の席で倒されると狭くなる　２・テーブル…跡の席で使われると背もたれにひびく（座席が広い。静かという特徴を台無しにしている） ヨセツビマエセキタオセマアトセキツカセザセキヒロシズトクチョウダイナ

		185		E		A		3		グリーン料金を値上げしても定期券が併用できると通勤時に利用者が増えると思う。（９５０円→１２００円にしても…但し、増車は必要？）／車内放送は次の停車駅一回で十分。他は耳障り。／設備やサービスは現状程度で良いと思う。 リョウキンネアテイキケンヘイヨウツウキンジリヨウシャフオモエンエンタダゾウシャヒツヨウシャナイホウソウツギテイシャエキ1カイジュウブンホカミミザワセツビゲンジョウテイドイオモ

		187		E		A		2		手荷物をおく場所が無いのは不便です。テーブルにのせるか足下に置くしか無くて窮屈です。／そのため、荷物を隣の席において全部の席が埋まるまでその席を選挙する人が居ます。座るのに不快になります。 テニモツバショナフベンアシモトオナキュウクツニモツトナリセキゼンブセキウセキセンキョヒトイスワフカイ

		189		E		A		4		車内放送がうるさい。ゼロにするのも問題だが、小さくして欲しい。／エアコン（換気）がうるさい。／新型車両の揺れは酷いです。年寄りで足の弱い人は振りとばされます。軽量化・高性能化のツケでしょうか？ シャナイホウソウモンダイチイホカンキシンガタシャリョウユヒドトシヨアシヨワヒトフケイリョウカコウセイノウカ

		190		E		A		4		乗車後の検札方法をもう少し考えて欲しい。グリーン車を利用するのは疲れていて眠りたいという場合が殆どだが、なかなか検札が庫内と落ち着いて休めない。 ジョウシャゴケンサツホウホウスコカンガホシャリヨウツカネムバアイホトンケンサツコナイオツヤス

		191		E		A		3		体の不自由の方、手荷物などが多いときなどでグリーン車に途中乗車しても満席の場合はグリーン車の価値が全くなくなってしまう。グリーン車にもシルバーシート的なもの必要ではないのかと思います。 カラダフジユウカタテニモツオオシャトチュウジョウシャマンセキバアイシャカチマッタシャテキヒツヨウオモ

		195		E		A		3		定期とグリーン券が併用できると良いと思います。 テイキケンヘイヨウイオモ

		200		E		A		5		降車駅の少し前で起こしてくれると嬉しいです。 コウシャエキスコマエオウレ

		201		E		A		1		利用者の増減に関係なく車両数が決まっているように見られる。平日昼間時は１両減でも良いと思う。連結の問題もあると思うが、喫煙専用車や団体車を接続して有効利用されたい。 リヨウシャゾウゲンカンケイシャリョウスウキミヘイジツヒルマジリョウゲンイオモレンケツモンダイオモキツエンセンヨウシャダンタイシャセツゾクユウコウリヨウ

		202		E		A		3		定期券で乗れない！私は東京→新川崎と利用しているが、空いているときくらい定期券＋グリーン車料金でも良いんじゃない？あと、普通でグリーン車なんだからグリーン料金もｋｍ単位ではなく駅単位の方が良いのでは？ テイキケンノワタシトウキョウシンカワサキリヨウステイキケンシャリョウキンヨフツウシャリョウキンタンイエキタンイホウイ

		203		E		A		3		データイムの利用時間を長くしてください。 リヨウジカンナガ

		204		E		A		7		グリーン車はあまり乗ったことがありません（今までで５～６回）従って、お役に立っているかは疑問です。 シャノイマカイシタガヤクタギモン

		205		E		A		5		日常的を目指すなら特にこれ以上の設備向上は望まない。それであれば本数を増やして貰った方が助かります。 ニチジョウテキメザトクイジョウセツビコウジョウノゾホンスウフモラホウタス

		206		E		A		3		空いているときは定期券＋グリーン料金で利用できればと思う。 ステイキケンリョウキンリヨウオモ

		207		E		A		1		通勤のピーク時にはグリーン車は要らない。全部普通車にした方が楽である。 ツウキンジシャイゼンブフツウシャホウラク

		208		E		A		4		・サービスの件：特に車掌についてみんなそれぞれ違いますが、以前初めてグリーン車に乗って、グリーン券は車内で買おうと思いはなしたところ、スゴイ顔をして怒鳴られ、普通車へやられました。納得逝かず帰りの東戸塚の駅長に話したところ、朝はグリーン車の券を買っていかないと混み合うので中では占いとのことでした。でも、その後「出来るだけ買ってきてください」といわれて中で買っている人を見るといい加減と思います。その人によって対応が違うので「サービス業」ということを忘れないで対応して欲しい。 ケントクシャショウチガイゼンハジシャノケンシャナイカオモカオドナフツウシャナットクイカエヒガシトツカエキチョウハナアサシャケンカコアナカウラナノチデキカナカカヒトミカゲンオモヒトタイオウチガギョウワスタイオウホ

		209		E		A		3		通勤定期券を使っているので、グリーン車は滅多に利用しません。依然、仕事の帰りに夜、品川から乗りましたが、そのときはあまりにも普通車が混みすぎていたので、ひどく疲れていたし、仕方なく、と言う感じでした。グリーン車は静かですし、グリーン車が有ることは良いと思いますが、それ以前に普通車を何とかして欲しいと思います。グリーン車にコーヒーの自動販売機がついていたら良いと思います。やはり、料金は高いと思います。 ツウキンテイキケンツカシャメッタリヨウイゼンシゴトカエヨルシナガワノフツウシャコツカシカタイカンシャシズシャアイオモイゼンフツウシャナンホオモシャジドウハンバイキイオモリョウキンタカオモ

		210		E		A		1		ＪＲの列車は連結ドアの音がガチャガチャと大変大きな音を立てて近くに座って多場合、は思わず耳をふさぐことが始終です。どうか「音のないドア」に改善してください。普通車の優先席はなるべく若者に遠慮していただきたい。切に願うことです。 レッシャレンケツオトタイヘンオオオトタチカスワタバアイオモミミシジュウオトカイゼン

		211		E		A		3		以前は通学（大学院）にもＪＲを使わせていただいていたのですが、その頃、普通車に乗る時の不安や体調が悪い際には快適さを求める気持ちからグリーン車を利用することがありました。現在も通学しているのですが、京浜急行に低料金で利用できる必ず着席できる電車（内垣注：「京急ウィング号」）があることを知って、現在は京急に変えました。／時間や車両が限定され体も快適に低料金で利用できるものが増えればいいなと思っています。／また、グリーン車の中を頻繁に「通り抜け」がある時があって、換えって疲れることがあったのですが、現在はその

		212		E		A		2		私用で東京へ行くときの行きや帰り、ゆったりしたかったり疲れていたりするとき、グリーンを利用します。、ありがたい存在です。／隣の席との間にある「ひじかけ」を隣席の人が使いこちら側に肘を突き出されることがあります。どちらの席の人も快適に使用できるようなデザインにして欲しいです。 シヨウトウキョウイユカエツカリヨウソンザイトナリセキアイダリンセキヒトツカガワヒジツダセキヒトカイテキシヨウホ

		213		E		A		3		グリーン車は体調不良の時など、座りたいときに楽に私用できる程度の設備で良く料金も比較的安くすることが望ましい。 シャタイチョウフリョウトキスワラクシヨウテイドセツビヨリョウキンヒカクテキヤスノゾ

		214		E		A		2		席の前後の幅をもう少し広くして欲しい セキゼンゴハバスコヒロホ

		215		E		A		1		普通車の通り抜ける客がうっとうしい フツウシャトオヌキャク

		216		E		A		1		旧型が好きです。新型は寒いし臭い（椅子の素材）２Ｆの入り口は風が上がってきて寒いです。／車掌さんのサービスが悪くなった。以前は温度にも気を配ってくれた。寝てても起こしてくれた。／最近はそれらは全て無し。特に鎌倉でサービスは終わるようです。アナウンスの音の確認、上りは良い。夜の下り最悪。携帯電話やその他話さなくても打ち込む音がうるさいので個室をその場にしては？あと大きなトランク置き場。 キュウガタスシンガタサムクサイスソザイイグチカゼアサムシャショウワルイゼンオンドキクバネオサイキンスベナトクカマクラオオトカクニンノボヨヨルクダサイアクケイタイデンワタハナウコオトコシツバオオオバ

		217		E		A		6		私のグリーン車に対しての考えは、豪華さや機能面よりも静かで落ち着いた時間を買う金額と思っております。できれば、小さい子供やマナーのない大人の態度こそが気になります。 ワタシシャタイカンガゴウカキノウメンシズオツジカンカキンガクオモチイコドモオトナタイドキ

		218		E		A		3		データイムグリーン車利用しています。本当にデータイムにグリーン車は助かります。 シャリヨウホントウシャタス

		219		E		A		3		金額的にもう少し割安だともっと利用しやすいし、平日の空いている時間帯を安くするとか、何かもう少し利用しやすい者を考えて欲しい。 キンガクテキスコワリヤスリヨウヘイジツスジカンタイヤスナニスコリヨウモノカンガホ

		220		E		A		7		携帯電話やノートパソコンの利用によってそのコーナーを若者が独占していく状況になると思います。そこまでしなくてもと言う思いです。／現状の料金とサービスの度合いは少々運賃よりサービス量（グリーン料金）の方が上回っていますので、もう少し現状のサービスで料金を下げて欲しいと思います。まして、おしぼり等はゴミになるだけで大反対です。 ケイタイデンワリヨウワカモノドクセンジョウキョウオモイオモゲンジョウリョウキンドアショウショウウンチンリョウリョウキンホウウワマワスコゲンジョウリョウキンサホオモナドダイハンタイ

		221		E		A		3		グリーン料金が高い／３０ｋｍまでのグリーン料金を考えて欲しい／普通車の内部構造を改造して欲しい（あまりにも詰め込み主義）／東日本ＪＲより西日本ＪＲの方が全て上位 リョウキンタカリョウキンカンガホフツウシャナイブコウゾウカイゾウホツコシュギヒガシニホンニシニホンホウスベジョウイ

		222		E		A		3		小学生の子供が大船乗り換え、大磯まで私学校に通学しているのですが、時折満員で困ったと聞き、料金など子供にも利用しやすいと嬉しいと思います。 ショウガクセイコドモオオフナノカオオイソシガッコウツウガクトキオリマンインコマキリョウキンコドモリヨウウレオモ

		223		E		A		7		グリーン車を廃止して普通車を増やしてください。たった１時間くらいに必要ない。 シャハイシフツウシャフジカンヒツヨウ

		225		E		A		7		常々「グリーン車は見かけの割に割高」と言うイメージばかり有りましたが、今回の様な設備拡張案が実現し、また料金ももっと割安になれば身近なものとして感じられるようになるか、と思います。 ツネヅネシャミワリワリダカイアコンカイヨウセツビカクチョウアンジツゲンリョウキンワリヤスミジカカンオモ

		226		E		A		7		満足しております。 マンゾク

		227		E		A		7		グリーン車に乗るときはまことに快適ですが、普通車に乗って混雑している時はグリーン車がもったいないと思っています。 シャノカイテキフツウシャノコンザツトキシャオモ

		228		E		A		6		携帯電話は不愉快 ケイタイデンワフユカイ

		229		E		A		2		シートが少し堅い感じがする。もう少しやわらかいと良い。／定期券でもグリーン車に乗れると良い。（若干割り増し料金でも可、ラッシュ時を除くとかの工夫で） スコカタカンスコヨテイキケンシャノイジャッカンワマリョウキンカジノゾクフウ

		230		E		A		7		今回は私用で出掛けました。グリーン車を使いたくても私どもの交通機関には常日頃有りませんので、良く判りません。ただ、小田急ロマンスカーは日頃の交通手段として座席指定の為よく利用します。とても良いと思います。 コンカイシヨウデカシャツカワタクシコウツウキカンツネヒゴロアヨワカオダキュウヒゴロコウツウシュダンザセキシテイタメリヨウヨオモ

		231		E		A		7		私自身はグリーン車利用の経験が無いため、想像で答えた部分も多かったのですが、一つ言えるのはＪＲのグリーン車はとても特別なものと言う気がします。通学で厚着の方へ言っていた際、小田急線でロマンスカーと言う特別車を良く目にしましたが、それに関して言えば、料金も若干安めでなじみの度合いも強かったように思えます。（私は未経験ですが、新宿まで帰る学生は時たま使っていた様子）そういった点からだと、料金設定に少し疑問（もう少し安くならないかなぁ）を感じることはあります。 ワタシジシンシャリヨウケイケンナソウゾウコタブブンオオヒトイシャトクベツイキツウガクアツギホウイサイオダキュウセンイトクベツシャヨメカンイリョウキンジャッカンヤスドアツヨオモワタシミケイケンシンジュクカエガクセイトキツカヨウステンリョウキンセッテイスコギモンスコヤスカン

		232		E		A		7		今のままで十分だと思います。 イマジュウブンオモ

		233		E		A		6		横須賀線の改札口が少ない／車内放送の音量が小さい／車内放送で携帯電話使用禁止の案内を常時して欲しい。 ヨコスカセンカイサツグチスクシャナイホウソウオンリョウチイシャナイホウソウケイタイデンワシヨウキンシアンナイジョウジホ

		234		E		A		6		携帯電話の利用できる車両を儲けたらいかがですか？（民間電車にはしている会社もあります） ケイタイデンワリヨウシャリョウモウミンカンデンシャカイシャ

		235		E		A		3		昼間の空いている時間帯に１両で良いので、子供連れが私用できるようにして欲しい。 ヒルマスジカンタイリョウイコドモヅシヨウホ

		236		E		A		7		ほんの一握りの利用客のためにグリーン車の設備・サービスをこれ以上改善する必要はないと考えます。むしろ料金を安くして、もう少し利用層の拡大を測るべきでは？（例えば普通定期券＋グリーン券で利用可能とか）／グリーン車の設備改善を考えるなら、殆どの客が利用している普通車の改善を考慮すべきです。特に新型車両になってから座席数が半減した、。つり革が高すぎるなどの苦情がもっぱらです。 ヒトニギリヨウキャクシャセツビイジョウカイゼンヒツヨウカンガリョウキンヤススコリヨウソウカクダイハカタトフツウテイキケンケンリヨウカノウシャセツビカイゼンカンガホトンキャクリヨウフツウシャカイゼンコウリョトクシンガタシャリョウザセキスウハンゲンカワタカクジョウ

		237		E		A		5		帰りは時間帯が広いので空席が目立つが、行きはとても混雑している。／降車の際、一般車両の人間が出入り口に来るので寄生して欲しい。／料金的には乗車券と同等くらいが良いと思います。 カエジカンタイヒロクウセキメダユコンザツコウシャサイイッパンシャリョウニンゲンデイグチクキセイホリョウキンテキジョウシャケンドウトウイオモ

		238		E		A		3		横須賀線のグリーン車は確実にゆったりと座れると言うコンセプトで他のサービスを極力廃して低価格を実現（運賃と同額）をして欲しい。 ヨコスカセンシャカクジツスワイホカキョクリョクハイテイカカクジツゲンウンチンドウガクホ

		239		E		A		7		グリーン料金を払ってまで乗ろうとは思わない。「グリーン車は座れる可能性が高い」と言うことをサービスとして捉えて場合、湘南ライナーやホームライナーの方が経済的で歓迎されるのではないだろうか？ リョウキンハラノオモシャスワカノウセイタカイトラバアイショウナンホウケイザイテキカンゲイ

		240		E		A		7		グリーン車のサービス・設備制度等の充実も結構ですが、大多数の人が利用する普通車両の方の充実化を急務として頂きたいと思います。／通勤ラッシュ時につり革にも捕まれず、すし詰め車両でバランスを取りながら立っている人が多数いる現状を鑑み、さらなる普通車両の快適・安全性向上に努めていただきたいと考えます。 シャセツビセイドトウジュウジツケッコウダイタスウヒトリヨウフツウシャリョウホウジュウジツカキュウムイタダオモツウキンジカワツカヅシャリョウトタヒトタスウゲンジョウカンガフツウシャリョウカイテキアンゼンセイコウジョウツトカンガ

		241		E		A		2		静かさをはじめ、快適性に力点を／２両は１両で十分 シズカイテキセイリキテンリョウリョウジュウブン

		242		E		A		7		グリーン車が贅沢な空間であると感じるのは、通勤で常にグリーン車を利用しているユーザーが存在しているからであり、旅行者や障害者体調不良車が利用する分には至極当然な利用の存在であると思える。横須賀線の東京～久里浜間は全時間帯を通して東海道線ほどの乗車率（混み具合）は無い。だからグリーン車が浮いて見える感じは少ないが、それでも何のためにあるのか、と言うような面も持っている。料金的にサービス的に…様々有るが、何となく中途半端なイメージに私は捉えている。私は若くて健康だから利用しようとは考えていないだけだからかもし

		243		E		A		3		現在、保土ヶ谷→阿佐ヶ谷まで通勤しています。だんだん年を取ると、混雑した電車での通勤がつらくなります。仕事はあと９年の定年まで続けたいのですが。グリーン車が定期で乗れてグリーン料金のみ別料金で平日乗れれば大変嬉しいと常々思っております。グリーン料金１ヶ月定期で１万円くらいならお茶台と思って払うことも可能ですご検討下さいお願いします。 ゲンザイホドガヤアサガヤツウキントシトコンザツデンシャツウキンシゴトネンテイネンツヅシャテイキノリョウキンベツリョウキンヘイジツノタイヘンウレツネヅネオモリョウキンゲツテイキマンエンチャダイオモハラカノウケントウクダネガ

		244		E		A		3		定期券でも使えると本当に助かります。 テイキケンツカホントウタス

		245		E		A		7		グリーン車のイメージとして空いていると思うが、リッチなイメージはあまりないので、もう少し乗りたいサービスが有るというモノを考えてはと思います。 シャスオモスコノアカンガオモ

		246		E		A		1		夏季・冬季に寄らず寒すぎることが多い。東京駅で車掌が乗客の乗り込むのを待たせて降車することがある乗務員の乗降は客が終わった後ですべきではないか？ カキトウキヨサムオオトウキョウエキシャショウジョウキャクノコマコウシャジョウムインジョウコウキャクオアト

		247		E		A		3		定期券でも利用できると良いと思います（東京－保土ヶ谷　１０００円くらいで） テイキケンリヨウイオモトウキョウホドガヤエン

		248		E		A		7		基本的にグリーン車は利用していないが、ハッキリ言って意見のようなモノはありません。庶民的生活者にはグリーン車の設備云々より一般車の対策の方が急務と思います。３ドア車の方が乗りやすいので４ドア車でも対座シートをもっと増やすとかして貰いたい。 キホンテキシャリヨウイイケンショミンテキセイカツシャシャセツビウンヌンイッパンシャタイサクホウキュウムオモシャホウノシャタイザフモラ

		249		E		A		4		車掌によっては朝から不快になる車内放送が時には感じます。特に朝（これから）と言うときですから誰もが楽しくなる言葉を使用して欲しいと思います。 シャショウアサフカイシャナイホウソウトキカントクアサイダレタノコトバシヨウホオモ

		250		E		A		3		定期券で乗車ができる用になればもっと利用したいと思う。私鉄などでは数百円の出費でグリーン車並の座席が確保できるので、通勤グリーン車みたいな料金設定が有ればよいと思う。 テイキケンジョウシャヨウリヨウオモシテツスウヒャクエンシュッピシャナミザセキカクホツウキンシャリョウキンセッテイアオモ

		251		E		A		5		横須賀線ではグリーン車を使ったことがありませんが、東海道線で使ったとき、混んでいた普通車を見ると、ほっとしました。グリーン車は殆ど空席でしたが。／体の不自由な人や荷物の沢山ある人など、なるべく階段の近くで乗りたい、下りたいと思ってもそこはグリーン車なので、そのグリーン車ががら空きだと何のために有るのかと思ってしまいます。／グリーン車とは関係有りませんが、私の利用している駅はもともと無かったので、できて非常に便利になり、助かっていますが、遠方のひとは本数を増やして「快速アクティー」のような急行があった方が良

		252		E		A		7		サービスの設備よりも通勤時間帯に立っていなければならない日が多いのでこの改善を望んでいた。 セツビツウキンジカンタイタヒオオカイゼンノゾ

		253		E		A		7		ラッシュ時はグリーン車を減らしてもっと乗れるようにして欲しい。 ジシャヘノホ

		2		E		B		4		朝晩、通勤時にグリーン車に関するアナウンスが普通車に流れて不快／体の不自由な人やお年寄りが利用しやすい（料金・優先利用の点で）ようにできないか？ アサバンツウキンジシャカンフツウシャナガフカイカラダフジユウヒトトシヨリヨウリョウキンユウセンリヨウテン

		8		E		B		3		定期代がもう少し割安なら（現在、普通定期券の約３倍）自分で負担して乗りたいと思う。 テイキダイスコワリヤスゲンザイフツウテイキケンヤクバイジブンフタンノオモ

		19		E		B		6		とにかく携帯電話がうるさい ケイタイデンワ

		21		E		B		3		席・設備のデラックス化よりもラッシュ時や必要なときに乗れるよう席数を増やして料金を下げるべきである。 セキセツビカジヒツヨウノセキカズフリョウキンサ

		25		E		B		5		現状の料金ならば　１・電光掲示板の設置でニュースが見られる　２・リクライニングがもっと倒れるように　３・おしぼりを配る　くらいのサービス向上を図るべき。そうでないばあいは料金を下げるべき。 ゲンジョウリョウキンデンコウケイジバンセッチミタオクバコウジョウハカリョウキンサ

		31		E		B		5		安全性・福祉への対応をアップして欲しい。／現行のグリーン料金は高く感じる。もっと価格にあったサービスをお願いしたい。 アンゼンセイフクシタイオウホゲンコウリョウキンタカカンカカクネガ

		224		E		B		3		サービス制度について　グリーン車の料金の内、普通乗車券分はふつう通勤定期の乗車券を認める。即ち、定期乗車券＋グリーン料金（前掲）としていただきたい。これがダメなら乗車券代にふつう定期券に見合う料金の割引を考えていただきたい。 セイドシャリョウキンウチフツウジョウシャケンブンツウキンテイキジョウシャケンミトスナワテイキジョウシャケンリョウキンゼンケイジョウシャケンダイテイキケンミアリョウキンワリビキカンガ

		37		E		C		3		満席の場合でもグリーン料金を払わなくては行けないわけですが、別料金を払っているのだから必ず座りたいと当然考え真明日。始発駅から乗ればよいが、途中駅からでは座れないことがあるので、体が丈夫な内は普通車を利用するつもりです。 マンセキバアイリョウキンハライベツリョウキンハラカナラスワトウゼンカンガマアスシハツエキノトチュウエキスワカラダジョウブウチフツウシャリヨウ

		39		E		C		7		今までに悪い印象がなかったので、今まで良いのではないでしょうか。強いて言えば乗り降りの場所が改札口に近いことが挙げられます。 イマワルインショウイマヨシイノオバショカイサツグチチカア

		41		E		C		2		せめて新幹線普通車以上の広さが欲しい。 シンカンセンフツウシャイジョウヒロホ

		45		E		C		3		ふつう通勤定期を持っている者がグリーン車を利用する際にグリーン料金のみでなく、運賃も払わなければならないので、高い印象が強い。ホームライナーの様に＋５００円等の特別料金を払うだけであれば良いと思う。（グリーン料金８９０円だけであれば、と言う意味です） ツウキンテイキモモノシャリヨウサイリョウキンウンチンハラタカインショウツヨヨウエンナドトクベツリョウキンハラヨオモリョウキンエンイイミ

		48		E		C		3		料金が高すぎる。／ライナー形式の電車の方が利用されやすいと思う。グリーン車を利用する人たちの殆どは「確実に座れる」ことだけを念頭に置いているのでは？だったら指定があるライナー形式の電車を増やして欲しい。 リョウキンタカケイシキデンシャホウリヨウオモシャリヨウヒトホトンカクジツスワネントウオシテイケイシキデンシャフホ

		53		E		C		7		逗子～大船間で学生が使っているのは違和感がある ズシオオフナカンガクセイツカイワカン

		59		E		C		6		騒がしい子供がいる家族が使えるキャビンを。他の客が迷惑 サワコドモカゾクツカホカキャクメイワク

		60		E		C		6		車内での携帯電話不使用のこともあり、高齢者も多くなっているので、緊急の場合を考えてグリーン車に一台くらい、公衆電話の設置を望む。 シャナイケイタイデンワフシヨウコウレイシャオオキンキュウバアイカンガシャイチダイコウシュウデンワセッチノゾ

		66		E		C		7		グリーン車の制度を東北・高崎・中央線などにも拡大して欲しい。現在の東海道・横須賀線に限定する根拠は明らかではない（昔は各線にあった）／普通車もグリーン車のようにボックス形に座れる設備を増やして欲しい。１時間以上の乗車の時、進行方向に対して横向きの座席は疲れますので、その点ではグリーン席は楽です。グリーン車にこれ以上お金を掛ける必要はないように思えます。 シャセイドトウホクタカサキチュウオウセンカクダイホゲンザイトウカイドウヨコスカセンゲンテイコンキョアキムカシカクセンフツウシャシャガタスワセツビフホジカンイジョウジョウシャトキシンコウホウコウタイヨコムザセキツカテンセキラクシャイジョウカネカヒツヨウオモ

		69		E		C		5		現在はゆっくり旅行したいので、席を取れること・静かに窓の外を眺めながら落ち着いた雰囲気になりたい。そうした観点から年金族にとって今のグリーン料金は贅沢な出費の一つです。私鉄では座席料のみ５００円以下のところが多いのではないか。 ゲンザイリョコウセキトシズマドソトナガオツフンイキカンテンネンキンゾクイマリョウキンゼイタクシュッピヒトシテツザセキリョウエンイカオオ

		80		E		C		3		運賃と同程度にして欲しい。 ウンチンドウテイドホ

		34		E		D		7		普通車は冷房が効きすぎていつも寒いので、今回このアンケートで座席毎に調節できる空調があると知って凄く良いことだと思いました。 フツウシャレイボウキサムコンカイザセキゴトチョウセツクウチョウシスゴヨオモ

		84		E		D		3		普段見ているといつもガラガラの状態ですが、もっと安くすれば利用者でも増えるのではからで運行するよりは良いと思う。 フダンミジョウタイヤスリヨウシャフウンコウイオモ

		92		E		D		3		定期券で乗れないのが困る テイキケンノコマ

		98		E		D		7		朝の通勤ラッシュの時間帯のグリーン車の車両数を減らすか普通車を増やして欲しい。普通車は大変混雑しているのにグリーン車が空いているのは何かおかしい気がします。 アサツウキンジカンタイシャシャリョウスウヘフツウシャフホフツウシャタイヘンコンザツシャスナニキ

		100		E		D		3		私のようなサラリーマンにとってグリーン車の使用は非日常的です。しかし現在の混雑を考えると、グリーン車料がもっとなじみやすい者であって欲しいと考えています。車両用施設の充実化よりも座席確保が最大の関心事です。そのためにはグリーン車料金の値下げが必要ではないでしょうか。利用度が日常化されるには値下げと車両増を希望します。西武鉄道や小田急の特急が良いモデル化と思います。 ワタシシャシヨウヒニチジョウテキゲンザイコンザツカンガシャリョウモノホカンガシャリョウヨウシセツジュウジツカザセキカクホサイダイカンシンジシャリョウキンネサヒツヨウリヨウドニチジョウカネサシャリョウフキボウセイブテツドウオダキュウトッキュウヨカオモ

		102		E		D		5		グリーン車ではないが、横須賀線のダイヤはガラガラなのに朝の電車は満員です。５分間隔とかにできないものでしょうか？女性専用車両も作って欲しいです。定期でもグリーン料金のみを追加すればＯＫならグリーン車を使ってみたいです。 シャヨコスカセンアサデンシャマンインフンカンカクジョセイセンヨウシャリョウツクホテイキリョウキンツイカシャツカ

		106		E		D		5		グリーン車の利用率については不明ですが、少なくとも日中などは少ないはずです。　１・車両編成上の問題（増結・切り離しなど）は有るかもしれませんが、２両は必要ないように思えます。　２・その分、普通車を連結することで混雑率の緩和に資することはできないでしょうか？ シャリヨウリツフメイスクニッチュウスクシャリョウヘンセイジョウモンダイゾウケツキハナアリョウヒツヨウオモブンフツウシャレンケツコンザツリツカンワシ

		108		E		D		3		グリーン車を通勤定期券＋グリーン券で乗車できるようにして欲しい。 シャツウキンテイキケンケンジョウシャホ

		110		E		D		7		横須賀線に於けるグリーン車は歴史的に見てステータスシンボルだったが、現状ではどうか？／着席できるシートが良いなどで乗車する人が増しているのではないか？特にラッシュ時／逗子駅で言えば、ラッシュ時でも普通車に着席できる率は他駅より高いと思えるが他駅でのグリーン車の利用は？／東京まで６０分程度であるので、グリーン車は現状のままで普通車を改良、ロングシートよりボックスシートを増やすことは考えら得れないか？ ヨコスカセンオシャレキシテキミゲンジョウチャクセキヨジョウシャヒトマトクジズシエキイジフツウシャチャクセキリツタエキタカオモタエキシャリヨウトウキョウプンテイドシャゲンジョウフツウシャカイリョウフカンガエ

		112		E		D		7		普通定期券＋グリーン料金で乗れるようにして欲しい。但し、ラッシュアワーを除いても良い。／ライナーは定期で乗れて、グリーン車は乗れないのはおかしい。／横須賀線のライナー増発を希望する。／東海道のライナーは東京発でなくても良いのでは？／通常列車と始発駅を変えて品川（下り）の場合、上りの場合は平塚で止めず…。 フツウテイキケンリョウキンノホタダノゾヨテイキノシャノヨコスカセンゾウハツキボウトウカイドウトウキョウハツヨツウジョウレッシャシハツエキカシナガワクダバアイノボバアイヒラツカト

		116		E		D		7		グリーン車は殆ど乗る機会がないので、このアンケートは答えにくかった。定期代を会社から貰っているし、３０分程度の通勤にグリーン車を使いたいとは思わない。遠距離が通勤の方はグリーン車で高いお金をはらっても座れるだろうし良いと思う。私のような者にはちょっと縁がない気がしましたが。 シャホトンノキカイコタテイキダイカイシャモラプンテイドツウキンシャツカオモエンキョリツウキンホウシャタカカネスワイオモワタシモノエンキ

		119		E		D		4		サービス等のレベルは良いと思う。問題は乗客のマナーの悪さ、中高年でおそらく会社ではある程度のステイタスにある人のマナーが特に酷く、不快な思いをすることが多い。余って足を投げ出す。車掌の方に無理難題を言う、横柄な態度で接するなど、マナーを守らない人も顧客ではあるが、毅然とした接し方をされても良いのでは？ トウヨオモモンダイジョウキャクワルチュウコウネンカイシャテイドヒトトクヒドフカイオモオオヨアシナダシャショウカタムリナンダイイオウヘイタイドセッマモヒトコキャクキゼンセッカタイ

		122		E		D		1		エアポート成田を利用する為にはＮＥＸと同じ様に荷物室を付けるべきであり、このことは普通車・グリーン車を問わず当然のことではないか。もし普通車は通勤の使用が重視され、やむを得ない時はグリーン車の一部座席をつぶしても荷物置き場を設置し、空港行きの特別きっぷを売り出せばグリーン席の売り上げにも結びつくと思う。 ナリタリヨウタメオナヨウニモツシツツフツウシャシャトトウゼンフツウシャツウキンシヨウジュウシエトキシャイチブザセキニモツオバセッチクウコウユトクベツウダセキウアムスオモ

		123		E		D		7		千葉に単身赴任中はグリーンでした。１時間以上だとゆったりするのでグリーンになります。（成田へのＮＥＸを使いますから同じ）安いきっぷを入手したときも。 チバタンシンフニンチュウジカンイジョウナリタツカオナヤスニュウシュ

		124		E		D		1		新型車両に全面切り替えしたためか、輸送品質が低下している。通勤時間帯はもっとゆっくり（広く）乗れるように。／新型車両のふつうしゃ横並び席は狭すぎる。１人分の席に区切るのはムリがある。全ての昔のようにボックス席に戻すべきである。横須賀線は以前からゆったりしているのが長所。総武線を切り離して全て東京止まりにしても良いのでは。 シンガタシャリョウゼンメンキカユソウヒンシツテイカツウキンジカンタイヒロノシンガタシャリョウヨコナラセキセマニンブンセキクギスベムカシセキモドヨコスカセンイゼンチョウショソウブセンキハナスベトウキョウトヨ

		135		E		D		7		普通車とのバランスを考えると、今のグリーン車設備を充実させる必要はない。余資があるなら普通車の改善に使うべきだ。 フツウシャカンガイマシャセツビジュウジツヒツヨウヨシフツウシャカイゼンツカ

		141		E		D		3		定期券でも利用可能にして欲しい。／二階席は狭いと思う。階段が乗り降りに不便で、荷物を持っていたり老人には大変だと思う。 テイキケンリヨウカノウホ2カイセキセマオモカイダンノオフベンニモツモロウジンタイヘンオモ



忘れずにつけてね

Ｇ…グリーン車の調査票
Ｅ…普通車の調査票

Ａ…朝の上り
Ｂ…午前中下り
Ｃ…午後上り
Ｄ…夕方下り

１…車両・構造に関する意見
２…アコモデーションに関する意見
３…規則・制度に関する意見
４…乗務員に関する意見
５…ダイヤやサーヴィスに関する意見
６…利用者のマナーに関する意見
７…その他



Sheet1

								回答分類 カイトウブンルイ		そのほか

		整理番号 セイリバンゴウ		種別 シュベツ		行路 コウロ				質問８８ シツモン

		1		G		A		1		2階車両の下の部分で、ドアに近い座席はドアが開くと、冬、風が吹き込んで寒い。／グリーン車の一番前のボックス型の3列の座席の部分は、普通車へ行く人がドアを開けっ放しにするので、普通車から丸見えになり、座る気がしない。／ボックス型の座席は、時折イヤな匂いがすることがある。 カイシャリョウシタブブンチカザセキアフユカゼフコサムシャイチバンマエガタレツザセキブブンフツウシャイヒトアパナフツウシャマルミスワキガタザセキトキオリニオ

		6		G		A		2		背もたれが不具合のまま放置されていることがある。 セフグアイホウチ

		9		G		A		6		携帯電話が使用できないなら、公衆電話の設備が必要 ケイタイデンワシヨウコウシュウデンワセツビヒツヨウ

		13		G		A		7		オールグリーン車の快速タイプが(東京～横浜ノンストップ)あれば今後利用したい。 シャカイソクトウキョウヨコハマコンゴリヨウ

		103		G		A		1		２階建て車両の上下で空調の温度差がかなりある。下の席は夏は冷房が効きすぎ、冬は外からの冷気が入り込んでくるのでこの辺りの改善を望む。／今日のアンケート結果のフィードバックを望む／不要なサービスを深し、料金を上げるようなことはしないで貰いたい。 カイダシャリョウジョウゲクウチョウオンドサシタセキナツレイボウキフユソトレイキハイコアタカイゼンノゾキョウケッカノゾフヨウフカリョウキンアモラ

		113		G		A		1		成田空港行きの場合、大型トランクが通路を塞いでいる場合が多々見られます。どこかにトランク収納場所を作ることは出来ないでしょうか？／問５の回答欄にも書きましたが、空調、特に送風の風が強いことが通路側の席で気になります。／この欄は上記の回答者ではなく同居人（鎌倉～品川間毎日Ｇ車利用）が書かせていただきました。 ナリタクウコウユバアイオオガタツウロフサバアイタタミシュウノウバショツクデキトイカイトウランカクウチョウトクソウフウツヨツウロガワセキキランジョウキカイトウシャドウキョニンカマクラシナガワカンマイニチシャリヨウカ

		122		G		A		4		私だけかも知れませんが、何回も乗車券のチェックを受けることがあります。東京から乗車して新橋くらいでチェックがあり、眠っていると横浜当たりで起こされてチェックされます。今までに４～５回あります。何故でしょう。 ワタシシナンカイジョウシャケンウトウキョウジョウシャシンバシネムヨコハマアオイマカイナゼ

		125		G		A		2		センターアームレストなど不要であるから、隣の横柄な客が新聞を広げても自分の席まで手が広げられないようにパーテーションに近い「仕切」を工夫すべき。お互いに遠慮しあうのも無駄であるし、まだ肘を張り合うのも大人げないと思う。／席がちゃちな造りのため、これまた横柄な客がどすんと座るだけで眠りを妨げられてしまう。 フヨウトナリオウヘイキャクシンブンヒロジブンセキテヒロチカシキリクフウタガエンリョムダヒジハアオトナオモセキツクオウヘイキャクスワネムサマタ

		130		G		A		2		座席の幅が狭くなってきた（体格向上のため）／特に若者に多いが「ゆずりあう」ことが少ない／車内に飲料を持ち込んで後始末をしない人が目立つ（特に残った飲料が床にこぼれ、車内が汚れてしまう） ザセキハバセマタイカクコウジョウトクワカモノオオスクシャナイインリョウモコアトシマツヒトメダトクノコインリョウユカシャナイヨゴ

		134		G		A		1		今年の冬、２階階段途中にある電灯ケース（黒い筒）の角に頭をぶつけてかなり出血した（頭部だったので）。そのとき、車掌と逗子駅の当直責任者に筒の下部改善をサゼスチョンしておきました。検討してみてください。 コトシフユカイカイダントチュウデントウクロツツカドアタマシュッケツトウブシャショウズシエキトウチョクセキニンシャツツカブカイゼンケントウ

		141		G		A		5		午前８時３０分以前の電車はグリーンでも席が空いていないことがしばしばありますが、改善して貰いたい。 ゴゼンジプンイゼンデンシャセキアカイゼンモラ

		144		G		A		3		通勤定期が使用できず、普通乗車券を買う必要があるが、何故か理解できない。 ツウキンテイキシヨウフツウジョウシャケンカヒツヨウナゼリカイ

		145		G		A		1		携帯ラジオを愛用しているが、新型車両はインバーター方式（モーター）のためか、雑音が多く、ＡＭは受信不可である。新幹線のように車内アンテナを設置して頂きたい。／現行グリーン料金は高い設備充実しても据え置きでお願いしたい／車両編成でグリーン車を３両連結に出来ないか？ ケイタイアイヨウシンガタシャリョウホウシキザツオンオオジュシンフカシンカンセンシャナイセッチイタダゲンコウリョウキンタカセツビジュウジツスオネガシャリョウヘンセイシャリョウレンケツデキ

		148		G		A		4		事故時の対応の遅さ、不正確さ、東京・品川止まり等に変更するのに乗り換えのホームを言わない。乗り換え車両にグリーン車が無い場合の払い戻しを言わない。単に遅れに対する謝罪ではなく事後処理で熱意と誠意を熟練対応を示して欲しい。 ジコジタイオウオソフセイカクトウキョウシナガワドトウヘンコウノカイノカシャリョウシャナバアイハラモドイタンオクタイシャザイジゴショリネツイセイイジュクレンタイオウシメホ

		152		G		A		3		データイムグリーン回数券利用時間帯を拡大しても良いと思う／朝夕各１時間くらい延長することで利用率も増加するのではないか？／満員のきっぷは払い戻すことです。 カイスウケンリヨウジカンタイカクダイヨオモアサユウカクジカンエンチョウリヨウリツゾウカマンインハラモド

		100		G		A		4		車掌の業務内容が悪い シャショウギョウムナイヨウワル

		160		G		A		1		満員の時があるので、機能性といったことよりも構造上座席の増加を検討して欲しい／東海道線の場合だが、上り列車で品川からグリーンに乗ってくる人を見るが、検札は出来ているのだろうか？ マンイントキキノウセイコウゾウジョウザセキゾウカケントウホトウカイドウセンバアイノボレッシャシナガワノヒトミケンサツデキ

		104		G		A		1		最近総武線直結のためかグリーン車も汚くなった。背広を掛けるところやテーブル等室内清掃にもう少し努力して頂きたい。／グリーン車に於ける特定宗教新聞の配布をする人やトランヴェールの大量持ち逃げ（１～２冊は良いと思う）等、得意な人が多くなっている。決して良い傾向ではないと思慮します。注意していただきたい／料金は高くて良い。 サイキンソウブセンチョッケツシャキタナセビロカトウシツナイセイソウスコドリョクイタダシャオトクテイシュウキョウシンブンハイフヒトタイリョウモニサツヨオモナドトクイヒトオオケッヨケイコウシリョチュウイリョウキンタカヨ

		105		G		A		4		車掌の勤務状況について　・グリーン車の点検：帰りの便の点検が遅いことがあり、眠りを邪魔される／夜になると大船以降の点検がないことがあるのでグリーン券無しで乗車する人が良くある。　・デッキの整理：デッキ部分にグリーン券無しで乗車している人を排除しない車掌が多く、大声で騒がれるなど迷惑する。　・車内放送：ボリューム調節マイク下手が良くあり、やたら大声であったり聞き取れないことがある。／緊急時・事故時の報告がお粗末・車掌の責任ではないが「停止信号で停車しています」という放送は子供の電車ゴッコ並。 シャショウキンムジョウキョウシャテンケンカエビンテンケンオソネムジャマヨルオオフナイコウテンケンケンナジョウシャヒトヨセイリブブンケンナジョウシャヒトハイジョシャショウオオオオゴエサワメイワクシャナイホウソウチョウセツヘタヨオオゴエキキトキンキュウジジコジホウコクソマツシャショウセキニンテイシシンゴウテイシャホウソウコドモデンシャナミ

		163		G		A		1		デッキの話し声（携帯電話の声）が車内に響いてくる／駅ホームの乗車位置表示がわかりにくい（特に東戸塚）／グリーン定期はもう少し安くても良いのではないか？ ハナゴエケイタイデンワコエシャナイヒビエキジョウシャイチヒョウジトクヒガシトツカテイキスコヤスヨ

		110		G		A		1		横須賀線ではもう１両くらいグリーン車を増やしても良いのではないか？朝は鎌倉で満席となり、戸塚では立つ人も多い。 ヨコスカセンリョウシャフヨアサカマクラマンセキトツカタヒトオオ

		116		G		A		2		テーブルの汚れが清掃されていないことが多い。清潔であること（シート周りと空気）がサービスの基本である。／車掌室で喫煙していると思われる形跡があることがある。／リクライニングシート機構の故障が是正されるまで日数が多く掛かる場合が多い。 ヨゴセイソウオオセイケツマワクウキキホンシャショウシツキツエンオモケイセキキコウコショウゼセイニッスウオオカバアイオオ

		123		G		A		4		検札しているので乗客の降車駅は判っているはず。乗客が車中で寝ている場合、降車駅の手前で起こしてくれると助かる。特に夜遅い電車ので利過ごすと帰れなくなる場合がある。車掌さんによっては頼んでおくと起こしてくれる人もいるが、それを全体に広めて欲しい。全ての電車に適用するのは難しければ、夜９時以降で下りの横浜以遠とかに限定することも考えられよう。 ケンサツジョウキャクコウシャエキワカジョウキャクシャチュウネバアイコウシャエキテマエオタストクヨルオソデンシャリスカエバアイシャショウタノオヒトゼンタイヒロホスベデンシャテキヨウムズカヨルジイコウクダヨコハマイエンゲンテイカンガ

		128		G		A		6		デッキなどであっても携帯電話での話し声が大きい場合や大声で話をしあっている人など、車掌から注意をしていただきたい。一度「静かにするように言っていただけないか」とお願いしていたことがあるが、無視されたこともあります。／座席幅の拡大やフットレスト設置など、実現するよう期待しています。 ケイタイデンワハナゴエオオバアイオオゴエハナシヒトシャショウチュウイイチドシズイネガムシザセキハバカクダイセッチジツゲンキタイ

		133		G		A		2		リクライニングは是非やめて欲しい。前から倒れてこられると不愉快極まる。客車製造のコストも下がるはず。／私は２０数年来、毎年スイスに旅行しているが、１等車でもリクライニングのシートはなく、それで居てゆったりとしている。／それと喫煙について日本の鉄道はあまりに神経質になっている。スイスの鉄道は喫煙権に気を遣って、最低客車の３分の１は喫煙できる。 ゼヒホマエタオフユカイキワキャクシャセイゾウサワタシスウネンライマイトシリョコウトウシャイキツエンニホンテツドウシンケイシツテツドウキツエンケンキツカサイテイキャクシャブンキツエン

		137		G		A		1		空調には十分注意するよう暑さ加減・寒さ加減・風向き。特に風量風速・直接頭や顔に当たると気分が悪い。／車内放送が必要以上に大きすぎる時がある。最低音でやって貰いたい。／デッキでの携帯電話の使用により、客席まで聞こえてくるので、禁止して貰いたい。 クウチョウジュウブンチュウイアツカゲンサムカゲンカゼムトクフウリョウフウソクチョクセツアタマカオアキブンワルシャナイホウソウヒツヨウイジョウオオトキサイテイオンモラケイタイデンワシヨウキャクセキキキンシモラ

		142		G		A		1		通常、この区間のグリーン乗車時間は３０～５０分間位と思われます。新幹線や特急列車と乗車時間が異なる、という支店で改善して欲しい。／通勤定期が使えないので、グリーン利用料金は割高であると思います。反面、だからこそ比較的座れるということになりますが…。可能なら、今のサービスレベルであと２両増結し、料金を下げて欲しい。 ツウジョウクカンジョウシャジカンプンカンクライオモシンカンセントッキュウレッシャジョウシャジカンコトシテンカイゼンホツウキンテイキツカリヨウリョウキンワリダカオモハンメンヒカクテキスワカノウイマリョウゾウケツリョウキンサホ

		147		G		A		3		文字ニュース又はイヤホン利用の音声ニュースなどをサービスして欲しい／データイムグリーン券は通勤定期券と併出来るようにすると便利／７０歳以上の老人にはグリーン料金の割引をする。 モジマタリヨウオンセイホケンツウキンテイキケンヘイデキベンリサイイジョウロウジンリョウキンワリビキ

		153		G		A		6		携帯電話の使用は全面的（グリーンで無くても）に禁止にしていただきたい。／理由は述べる必要はない。決まりとされたい。車掌さんは使っている者から逃げている。 ケイタイデンワシヨウゼンメンテキナキンシリユウノヒツヨウキシャショウツカモノニ

		15		G		B		4		２階建て車両となって、車内放送の音量が高すぎる。分かり切ったことをうるさく思うくらい放送する。これをサービスだと考えているフシがある。／車内放送は最小限度簡略にすべし。グリーン車の検札だけで車掌が乗っているのは無駄で非効率的である。再考を要する。ＪＲの危機管理（事故対策等）がなっていない。一寸した事故であまりにも大勢の乗客が迷惑を受ける。駅員の対応も悪い。 カイダシャリョウシャナイホウソウオンリョウタカワキオモホウソウカンガシャナイホウソウサイショウゲンドカンリャクシャケンサツシャショウノムダヒコウリツテキサイコウヨウキキカンリジコタイサクナドチョットジコオオゼイジョウキャクメイワクウエキインタイオウワル

		20		G		B		3		１：乗車券の制度　普通車定期券＋グリーン券の利用を認めない制度的根拠は何か？ＪＲの勝手なような気がする。新幹線は特急券だけ買えば定期券で乗車できるところがあるのに。／グリーン車ではないがサービス低下を辞めるべき。世界一高い運賃である認識必要。（例：ダイヤ改正で８：２２発と８：３３発は１５両→１１両へ。新型車両で座席数大幅減少。） ジョウシャケンセイドフツウシャテイキケンケンリヨウミトセイドテキコンキョナニカッテキシンカンセントッキュウケンカテイキケンジョウシャシャテイカヤセカイイチタカウンチンニンシキヒツヨウレイカイセイハツハツリョウリョウシンガタシャリョウザセキスウオオハバゲンショウ

		21		G		B		4		車内での検札について、係員が巡ってこなくても座席にきっぷ・定期券を入れると自動的に座席使用が判り、係員に判るようにしたら係員が巡ってくるまでゆっくりと出来ない。 シャナイケンサツカカリインメグザセキテイキケンイジドウテキザセキシヨウワカカカリインワカカカリインメグデキ

		22		G		B		4		車内放送が判り難い。どこかで事故があったりした場合の情報不足とアナウンスの音が低すぎたり発音が悪かったりして何を言っているのか全然判らないケースがある（グリーン車とは関係ないが…） シャナイホウソウワカガタジコバアイジョウホウブソクオトヒクハツオンワルナニイゼンゼンワカシャカンケイ

		81		G		B		3		東戸塚から東京（保土ヶ谷～東京）間を３０年グリーン車に乗ってきましたが、ピーク時は座れません。横浜から座れれば良い方ですが、”問７”にある１時間くらいの乗車距離について余り豪華にする必要はないと思います。用は混雑時に座れればよいわけで、余り料金・グリーン券も安くすると込む対象となります。今頃が丁度良いでしょう。本当はデータイムグリーン料金で９：００頃前後から乗れればベストでしょう。車内放送は多すぎます。駅名のアナウンスはＯＫですが、その他非常時・臨時情報以外は不要です。 ヒガシトツカトウキョウホドガヤトウキョウカンネンシャノジスワヨコハマスワヨホウトイジカンジョウシャキョリアマゴウカヒツヨウオモヨウコンザツジスワアマリョウキンケンヤスコタイショウイマゴロチョウドヨホントウリョウキンコロゼンゴノシャナイホウソウオオエキメイタヒジョウジリンジジョウホウイガイフヨウ

		23		G		B		3		普通の定期券と併用できるようにならないか？→グリーン定期にしても良いのだが、定期券の払い戻しを会社が禁止しているので、仕方なくグリーン回数券を使っている。／２・グリーン回数券を鎌倉で買うと千駄ヶ谷まで乗車区間となってしまう（東京までの切符）乗車区間限定となるのはおかしい（例えば新日本橋は利用できない） フツウテイキケンヘイヨウテイキイテイキケンハラモドカイシャキンシシカタカイスウケンツカカイスウケンカマクラカセンダガヤジョウシャクカントウキョウキップジョウシャクカンゲンテイタトシンニホンバシリヨウ

		82		G		B		4		車内放送が煩わしくやめてほしい。頭の真上のスピーカーの大音量は公害。９５％以上の人が良く知っている内容であり、鎌倉・大船・横浜と大きな駅の度に聞かされる必要はない。グリーン券を持っている人が着席優先できるルールは車掌さんが説明すれば済む。 シャナイホウソウワズラアタママウエダイオンリョウコウガイイジョウヒトヨシナイヨウカマクラオオフナヨコハマオオエキタビキヒツヨウケンモヒトチャクセキユウセンシャショウセツメイス

		24		G		C		3		普通定期券とグリーン券で乗車可能になれば良いと思う（混雑時を除く）／成田エクスプレスについて、成田発の東京駅から大船間については普通定期券と特急券で乗車可能となれば、ＪＲ・客とも助かるのではないか（通常はガラガラに空いている） フツウテイキケンケンジョウシャカノウヨオモコンザツジノゾナリタナリタハツトウキョウエキオオフナカンフツウテイキケントッキュウケンジョウシャカノウキャクタスツウジョウア

		26		G		C		1		グリーン車に一番欠けているのは２階建て車両の荷物置き場です。足下に置くと前の座席の下に倒れ込んでしまうし、通路側に座ると、窓側のコート掛けも使えません。ＮＥＸの様な頭上コンパートメント（筆者注：ハットラック荷物棚）を是非ご検討下さい。 シャイチバンカカイダシャリョウニモツオバアシモトオマエザセキシタタオコツウロガワスワマドガワカツカヨウズジョウヒッシャチュウニモツタナゼヒケントウクダ

		28		G		C		1		２階建てグリーン車の空調システムには（おそらく設計上の）問題があります。「暖房」で「換気」に切り替わると、まるで「冷房」の如く冷たい空気を浴びて、冬季の始まりと終わり頃には必ず体調を崩してしまいます。新型車両投入直後からしばしば車掌さんに訴えていますが、一般車両と連動して切り替えるから、との説明。通勤時間には一般車との条件の違いは著しいのですから、連動せざるを得ないのであれば、欠陥車というしかありません。設計者に体験させたいとかねがね思っていました。 カイダシャクウチョウセッケイジョウモンダイダンボウカンキキカレイボウゴトツメクウキアトウキハジオコロカナラタイチョウクズシンガタシャリョウトウニュウチョクゴシャショウウッタイッパンシャリョウレンドウキカセツメイツウキンジカンイッパンシャジョウケンチガイチジルレンドウエケッカンシャセッケイシャタイケンオモ

		31		G		C		2		足を置けるように何か取り付けて欲しいです。 アシオナニトツホ

		33		G		C		1		横須賀線新型車両になって座席数が減ったことから約５０分乗車する方としては座席確保が難しい。そのため、やむを得ずグリーン車を利用することも増えた。設備は特に向上させることが無くても今のままで普通車両とは格別に違う快適さは得られる。／雑誌などは特に置かなくても良い。私のようなたまに「グリーン車」を利用する者もＪＲの利用者として捉えられるならば、料金の引き下げもサービスの一環として考えて欲しい。設備投資に伴う料金引き上げをされても迷惑である。 ヨコスカセンシンガタシャリョウザセキスウヘヤクプンジョウシャホウザセキカクホムズカエシャリヨウフセツビトクコウジョウナイマフツウシャリョウカクベツチガカイテキエザッシトクオヨワタシシャリヨウモノリヨウシャトラリョウキンヒサイッカンカンガホセツビトウシトモナリョウキンヒアメイワク

		32		G		C		4		グリーン車の車内放送で「特別車両グリーン車」も放送しているが、グリーン車だけで特別車両は不要だと思う。何か特別なとか特別な人が乗車しているように思える。 シャシャナイホウソウトクベツシャリョウシャホウソウシャトクベツシャリョウフヨウオモナニトクベツトクベツヒトジョウシャオモ

		83		G		C		3		値段をもっとリーズナブルにして座席数を増やして欲しい。ピーク時には結構混んでいて頭に来る。 ネダンザセキスウフホジケッコウコアタマク

		38		G		D		6		携帯電話が不愉快。厳しき取り締まって貰いたい。 ケイタイデンワフユカイキビトシモラ

		40		G		D		6		車内でのメール送受信を行いますが、携帯電話は（大丈夫だと思うが）？／夜の酔っぱらいはうるさい シャナイソウジュシンオコナケイタイデンワダイジョウブオモヨルヨ

		41		G		D		3		普通定期でもグリーン券の購入を認めて貰いたい！ フツウテイキケンコウニュウミトモラ

		47		G		D		1		荷物棚のないのが不便 ニモツダナフベン

		48		G		D		1		荷物を置く場所(ボストンバッグ程度)を考えてほしい ニモツオバショテイドカンガ

		50		G		D		6		通勤帰宅時利用の際、頻繁にサラリーマンの３人組が座席を向かい合わせにして利用しており、１人で座りにくい場合がある。混雑時のシートの回転は全て同一グループの人が座らない場合は止めて貰うよう呼びかけて欲しい。／泥酔客が帰宅時に使用する際も隣に座っているともたれかかられたり不快な思いをすることも多い。利用者にマナーの向上を呼びかけて欲しい。特に中高年サラリーマン。 ツウキンキタクジリヨウサイヒンパンニングミザセキムアリヨウニンスワバアイコンザツジカイテンスベドウイツヒトスワバアイトモラヨホデイスイキャクキタクジシヨウサイトナリスワフカイオモオオリヨウシャコウジョウヨホトクチュウコウネン

		52		G		D		5		飲み物の自動販売機があると便利だと思う（長時間乗車の際）／座席数が少なくなるという短所があるが、一部一人席を作ると他人を気にせずゆっくり乗車できるのでは…と思います。 ノモノジドウハンバイキベンリオモチョウジカンジョウシャサイザセキスウスクタンショイチブヒトリセキツクタニンキジョウシャオモ

		55		G		D		5		飲み物の販売サービスがほしい ノモノハンバイ

		59		G		D		1		現在、2階建てがあたりまえのようですが、高齢者の方は階段を常に大変そうに上り下りされています。１階部分がもう少し多くてもいいのでは？(ラッシュ時の収容人数が減ってしまいますが…) ゲンザイカイダコウレイシャカタカイダンツネタイヘンノボオカイブブンスコオオジシュウヨウニンズウヘ

		60		G		D		6		静けさを第一に考えていただきたく、携帯電話の使用禁止の徹底及び小児の利用制限（車両限定）などを是非お願いしたい。小児の騒ぐ声が最も迷惑であります。またデッキに達話学生・生徒の取り締まりを厳しくして頂きたい。 シズダイイチカンガケイタイデンワシヨウキンシテッテイオヨショウニリヨウセイゲンシャリョウゲンテイゼヒネガショウニサワコエモットメイワクタチハナシガクセイセイトトシキビイタダ

		61		G		D		3		３歳以下の子供連れの場合は、別のグリーン車があると良いと思う。／データイムグリーン券が２枚あって期限までに使い切れないようなときは２枚でも良いから１回分として使えたらお金が少し無駄になるだけで済むと思う。 サイイカコドモヅバアイベツシャイオモケンマイキゲンツカキマイヨカイブンツカカネスコムダスオモ

		64		G		D		3		もう少し料金が安いとありがたいです。 スコリョウキンヤス

		67		G		D		2		座席の幅を広くしてほしい(前後は広いが横が狭い)／個別空調の吹き出し口が回転しないものがよくある（できるだけ修理の回数を増やしてほしい） ザセキハバヒロゼンゴヒロヨコセマコベツクウチョウフダクチカイテンシュウリカイスウフ

		72		G		D		1		成田空港へ乗り入れの「エアポート成田」は大きな荷物を持ち込むケースが多いのに荷物を置く場所が無いのは国際的常識から見てオカシイ。／ＮＥＸの車両ほど出なくても荷物のスペースをせめて「グリーン車」には備えるべき。 ナリタクウコウノイナリタオオニモツモコオオニモツオバショナコクサイテキジョウシキミシャリョウデニモツシャソナ

		74		G		D		4		できれば検札は乗車のときに。 ケンサツジョウシャ

		75		G		D		1		成田空港行きのグリーン車には通路をふさがなくてもよいように荷物を置けるスペースがあるとよいです。／逗子のホームは階段を利用せずに電車に乗り降りできれば、とてもありがたいです（往復とも1番ホームで） ナリタクウコウユシャツウロニモツオズシカイダンリヨウデンシャノオオウフクバン

		88		G		D		3		グリーン定期の値段を下げてほしい。往きだけ・帰りだけのグリーン定期を作ってほしい。／グリーン車のこと意外ですが、ラッシュ時の横須賀線本数を増やしてください。 テイキネダンサイカエテイキツクシャイガイジヨコスカセンホンスウフ

		90		G		D		3		グリーン料金は混雑時と閑散時で変えてもよいのではないか？また、グリーン車の通り抜けは常時禁止としてもよいのではないか。（データイムグリーン券を持っているのと持っていない場合の格差が大きすぎる気もする）。・グリーン車の利用は通常１時間弱と考えられるので、特に設備にこだわる必要は無く、着席可能で静かであればよいのでは…。 リョウキンコンザツジカンサンジカシャトオヌジョウジキンシケンモモバアイカクサオオキシャリヨウツウジョウジカンジャクカンガトクセツビヒツヨウナチャクセキカノウシズ

		95		G		D		5		品川駅東海道線ホームでグリーン券を購入したのですが、券売機にイオカードが使えなかった。オレンジカードが使用できるのならイオカードも使えるようにしてはどうか？ シナガワエキトウカイドウセンケンコウニュウケンバイキツカシヨウツカ

		35		G		D		7		グリーンに興味なし。まず朝夕の通勤ラッシュを何とかすべし。グリーンに本件のような時間と金をかける必要なし。アンケートであれば、グリーンの必要有無のみ。 キョウミアサユウツウキンナンホンケンジカンカネヒツヨウヒツヨウウム

		37		G		D		5		グリーン車の空席状況が直ぐに判るといい。（切符を買っても座れないことの無いように） シャクウセキジョウキョウスワカキップカスワナ

		42		G		D		6		携帯電話を使用する人（座席にて）がまだいます。専用の部屋ができれば座席での使用禁止を徹底できるのではないでしょうか？ ケイタイデンワシヨウヒトザセキセンヨウヘヤザセキシヨウキンシテッテイ

		45		G		D		2		リクライニングシートについて、前の座席の人がいっぱいに倒すとき不快に感じます。必要以上に角度を広げることは無いと思います。 マエザセキヒトタオフカイカンヒツヨウイジョウカクドヒロナオモ

		49		G		D		4		グリーン券持参といいながら（混雑時）乗務員により徹底度の違いがかなりあり。／携帯電話その他車内エチケットにますます注意度が不足している場合がかなりあり。 ケンジサンコンザツジジョウムインテッテイドチガケイタイデンワタシャナイチュウイドフソクバアイ

		53		G		D		1		２階席の夏場のクーラーが強すぎる（調節できない天井付近からの吹き出し分）／普通車⇔グリーン車の移動の人が朝の通勤時、特に多すぎる。 カイセキナツバツヨチョウセツテンジョウフキンフダブンフツウシャシャイドウヒトアサツウキンジトクオオ

		58		G		D		3		料金を上げても困る、下げると混むようになる。 リョウキンアコマサコ

		62		G		D		5		乗車前に券売機でグリーン券が購入できなかった。 ジョウシャマエケンバイキケンコウニュウ

		66		G		D		3		通勤者が多く使用しているので、今のままの程度で十分だと思います。これ以上は贅沢と料金の値上げになる。／すわれれば良い。これ以上混むようならグレードアップして料金を上げればよい。 ツウキンシャオオシヨウイマテイドジュウブンオモイジョウゼイタクリョウキンネアヨイジョウコリョウキンア

		68		G		D		1		通勤用であるから現状の設備で十分だが、室内の音を低くする改善策があれば検討すべし（密閉度を高めること） ツウキンヨウゲンジョウセツビジュウブンシツナイオトヒクカイゼンサクケントウミッペイドタカ

		70		G		D		3		普通車の乗車定期券でグリーン車に乗れないのがおかしい。グリーン券のほかに新たに普通乗車券を買わなければならないのは変だ。 フツウシャジョウシャテイキケンシャノケンアラフツウジョウシャケンカヘン

		71		G		D		4		通勤時間帯にグタグタ車内放送で案内するというのはどういうセンスか毎日怒りを覚えている。大半の人は毎日毎日の言っているのである。／親切の押し付け以外の何物でもない。（放送が無いから乗り越すというのはその人の問題であってＪＲの責任ではない） ツウキンジカンタイシャナイホウソウアンナイマイニチイカオボタイハンヒトマイニチマイニチイシンセツオツイガイナニモノホウソウナノコヒトモンダイセキニン

		73		G		D		5		自動販売機を設置して ジドウハンバイキセッチ

		77		G		D		3		普通車との通り抜けはさせないで欲しい。 フツウシャトオヌホ

		85		G		D		2		トイレが狭くて不潔である。従来型の和式トイレの方が良い／検札の際、きっぷにスタンプを押すのは不愉快（インクで汚れる）／座れない場合、払い戻しの制度があるのは知らなかった。ＰＲすべき／事故などの場合、状況を的確にアナウンスして欲しい。駅での放送も余りしなくなった。また、このようなときこそ車掌に情報を聞きたいのに車内を回ってこない。／車内のシートが汚れていたり、ゴミが残って居ても車掌は何もしない。飛行機を見習うべき。 セマフケツジュウライガタワシキホウヨケンサツサイオフユカイヨゴスワバアイハラモドセイドシジコバアイジョウキョウテキカクホエキホウソウアマシャショウジョウホウキシャナイマワシャナイヨゴノコイシャショウナニヒコウキミナラ

		89		G		D		3		子供が幼児の時には実家の往復によく使いました。幼児を伴っての家族の移動では大変なことがあります。乗車料金・設備に工夫がなされればと思っています。 コドモヨウジトキジッカオウフクツカヨウジトモナカゾクイドウタイヘンジョウシャリョウキンセツビクフウオモ

		91		G		D		1		東海道線の朝７～８時頃のグリーン車が２両とも２階建てだと良いと思います。 トウカイドウセンアサジコロシャリョウカイダイオモ

		92		G		D		1		荷物棚が無いので、１人で座席に荷物を置いている人が見受けられる。何か改善策は？ ニモツダナナニンザセキニモツオヒトミウナニカイゼンサク

		94		G		D		1		空調の効きすぎていること／空調が壊れていること／車内で携帯電話を使用することと禁止の徹底不足 クウチョウキクウチョウコワシャナイケイタイデンワシヨウキンシテッテイブソク

		96		G		D		7		現在普通車用のグリーン車は東海道線と横須賀・総武線快速に限られているので、中・近距離旅行者が気楽に旅行できるようにそれ以外の路線にも取り入れて欲しい（中央線快速・東北本線など） ゲンザイフツウシャヨウシャトウカイドウセンヨコスカソウブセンカイソクカギチュウキンキョリリョコウシャキラクリョコウイガイロセントイホチュウオウセンカイソクトウホクホンセン

		98		G		D		2		グリーン車の一部をハンディキャップ座席にしたら良いのではないか／雑誌は各座席に不要。ラックに置けばよい。／グリーン料金の刻みをもう少し細かく。 シャイチブザセキヨザッシカクザセキフヨウオリョウキンキザスココマ

		159		G		D		2		東海道線のグリーン車の方がシートの座り心地が良く、首が疲れないのは何故か。横須賀線のグリーンはフットレストが垂直なのでしょうか？空いているので、横須賀線の方が好きなのですが…どうも疲れます。 トウカイドウセンシャホウスワゴコチヨクビツカナゼヨコスカセンスイチョクスヨコスカセンホウスツカ
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		VAR00001

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		車両・構造 シャリョウコウゾウ		33		16.0975609756		16.0975609756		16.0975609756

				車内設備 シャナイセツビ		19		9.2682926829		9.2682926829		25.3658536585

				規則・制度 キソクセイド		61		29.756097561		29.756097561		55.1219512195

				乗務員 ジョウムイン		20		9.756097561		9.756097561		64.8780487805

				ダイヤ・サーヴィス		19		9.2682926829		9.2682926829		74.1463414634

				マナー		18		8.7804878049		8.7804878049		82.9268292683

				その他 タ		35		17.0731707317		17.0731707317		100

				合計		205		100		100
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Graph3

		席が取りやすい		席が取りやすい

		普通車は混雑している		普通車は混雑している

		グリーン車は快適		グリーン車は快適

		追加額なしでグリーン車を利用できる切符を使っている		追加額なしでグリーン車を利用できる切符を使っている

		勤務先などでグリーン車の利用が認められている		勤務先などでグリーン車の利用が認められている

		購入したきっぷでグリーン車が使えるから		購入したきっぷでグリーン車が使えるから

		その他		その他
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Sheet1

				グリーン車 シャ		普通車 フツウシャ

		席が取りやすい セキト		108		80

		普通車は混雑している フツウシャコンザツ		88		159

		グリーン車は快適 シャカイテキ		86		99

		追加額なしでグリーン車を利用できる切符を使っている ツイカガクシャリヨウキップツカ		8		51

		勤務先などでグリーン車の利用が認められている キンムサキシャリヨウミト		26		53

		購入したきっぷでグリーン車が使えるから コウニュウシャツカ		5		57

		その他 タ		22		39

		回答総数 カイトウソウスウ		164		253
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		ゆったりした座席

		リクライニング機能

		テーブル

		個別空調がある

		専用デッキ・トイレ等がある

		隣の人と当たらない

		雑誌が読める

		眺めがよい

		駅の階段が近い

		室内が静かである

		落ち着いている

		普通車より雰囲気がよさそう

		車掌が近くにいる

		その他
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		記述統計量

				度数		平均値

		６Ｇ料金		376		708.9627659574

		ゆったりした座席 ザセキ		225		184.1777777778		10.06%

		リクライニング機能 キノウ		199		128.5175879397		7.02%

		テーブル		87		71.5747126437		3.91%

		個別空調がある コベツクウチョウ		130		99.3846153846		5.43%

		専用デッキ・トイレ等がある センヨウナド		142		109.5422535211		5.99%

		隣の人と当たらない トナリヒトア		176		143.9488636364		7.87%

		雑誌が読める ザッシヨ		72		59.3055555556		3.24%

		眺めがよい ナガ		87		76.1494252874		4.16%

		駅の階段が近い エキカイダンチカ		100		93.4		5.10%

		室内が静かである シツナイシズ		221		152.3755656109		8.33%

		落ち着いている オツ		209		162.7033492823		8.89%

		普通車より雰囲気がよさそう フツウシャフンイキ		118		117.3305084746		6.41%

		車掌が近くにいる シャショウチカ		78		83.3974358974		4.56%

		その他 タ		64		348.125		19.02%

						1829.9326510113
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Sheet1

		年齢

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効				5		1.98		1.98		1.98

				１９歳以下 サイイカ		3		1.19		1.19		3.16

				２０歳台 サイダイ		29		11.46		11.46		14.62

				３０歳台 サイダイ		39		15.42		15.42		30.04

				４０歳台 サイダイ		45		17.79		17.79		47.83

				５０歳台 サイダイ		72		28.46		28.46		76.28

				６０歳台 サイダイ		43		17.00		17.00		93.28

				７０歳以上 サイイジョウ		17		6.72		6.72		100.00

				合計		253		100.00		100.00

		性別

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効				5		1.976284585		1.976284585		1.976284585

				男性 ダンセイ		165		65.2173913043		65.2173913043		67.1936758893

				女性 ジョセイ		82		32.4110671937		32.4110671937		99.604743083

				合計		253		100		100

		利用目的

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		商用 ショウヨウ		17		6.7193675889		6.7193675889		9.0909090909

				業務 ギョウム		23		9.0909090909		9.0909090909		18.1818181818

				通勤 ツウキン		141		55.7312252964		55.7312252964		73.9130434783

				通学 ツウガク		7		2.766798419		2.766798419		76.6798418972

				観光／旅行 カンコウリョコウ		10		3.95256917		3.95256917		80.6324110672

				私用 シヨウ		49		19.3675889328		19.3675889328		100

				合計		253		100		100

		利用目的 と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

														合計

						A		B		C		D

		利用目的		商用 ショウヨウ		2		6		5		4		17

				業務 ギョウム		5		10		5		3		23

				通勤 ツウキン		87		4		6		44		141

				通学 ツウガク		3		1		1		2		7

				観光／旅行 カンコウリョコウ		2		3		4		1		10

				私用 シヨウ		9		9		25		6		49

						110		34		47		61		253

		合計

		質問３－２ と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

						利用行路										合計

						A		B		C		D

		質問３－２		往き ユ		97		24		29		17		167

				帰り カエ		9		9		17		41		76

						110		34		47		61		253

		合計

		質問6-1 と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

						利用行路										合計

						A		B		C		D

		質問6-1		週５日以上 シュウニチイジョウ		4		1				2		7

				週１～４回 シュウカイ		19				1		1		21

				月１～２回 ツキカイ		26		5		11		6		48

				それ以下 イカ		49		12		26		40		127

						110		34		47		61		253

		合計

		質問５(４は基本的に定期券) と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

						利用行路										合計

						A		B		C		D

		質問５(４は基本的に定期券)		普通乗車券 フツウジョウシャケン		55		26		27		32		140

				普通回数券 フツウカイスウケン		8				4		3		15

				定期乗車券 テイキジョウシャケン		44		7		9		24		84

				その他 タ						4				4

						110		34		47		61		253

		合計

		利用経験 と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数				A		B		C		D

				ある		97		14		39		44		194

		利用経験		ない		12		19		7		16		54

		合計				110		34		47		61		253
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Sheet1

		年齢

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効				5		1.98		1.98		1.98

				１０歳台 サイダイ		3		1.19		1.19		3.16

				２０歳台 サイダイ		29		11.46		11.46		14.62

				３０歳台 サイダイ		39		15.42		15.42		30.04

				４０歳台 サイダイ		45		17.79		17.79		47.83

				５０歳台 サイダイ		72		28.46		28.46		76.28

				６０歳台 サイダイ		43		17.00		17.00		93.28

				７０歳台 サイダイ		17		6.72		6.72		100.00

				合計		253		100.00		100.00

		性別

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効				5		1.976284585		1.976284585		1.976284585

				男性 ダンセイ		165		65.2173913043		65.2173913043		67.1936758893

				女性 ジョセイ		82		32.4110671937		32.4110671937		99.604743083

				合計		253		100		100

		利用目的

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		商用 ショウヨウ		17		6.7193675889		6.7193675889		9.0909090909

				業務 ギョウム		23		9.0909090909		9.0909090909		18.1818181818

				通勤 ツウキン		141		55.7312252964		55.7312252964		73.9130434783

				通学 ツウガク		7		2.766798419		2.766798419		76.6798418972

				観光／旅行 カンコウリョコウ		10		3.95256917		3.95256917		80.6324110672

				私用 シヨウ		49		19.3675889328		19.3675889328		100

				合計		253		100		100

		利用目的 と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

														合計

						A		B		C		D

		利用目的		商用 ショウヨウ		2		6		5		4		17

				業務 ギョウム		5		10		5		3		23

				通勤 ツウキン		87		4		6		44		141

				通学 ツウガク		3		1		1		2		7

				観光／旅行 カンコウリョコウ		2		3		4		1		10

				私用 シヨウ		9		9		25		6		49

						110		34		47		61		253

		合計

		質問３－２ と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

						利用行路										合計

						A		B		C		D

		質問３－２		往き ユ		97		24		29		17		167

				帰り カエ		9		9		17		41		76

						110		34		47		61		253

		合計

		質問6-1 と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

						利用行路										合計

						A		B		C		D

		質問6-1		週５日以上 シュウニチイジョウ		4		1				2		7

				週１～４回 シュウカイ		19				1		1		21

				月１～２回 ツキカイ		26		5		11		6		48

				それ以下 イカ		49		12		26		40		127

						110		34		47		61		253

		合計

		質問５(４は基本的に定期券) と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

						利用行路										合計

						A		B		C		D

		質問５(４は基本的に定期券)		普通乗車券 フツウジョウシャケン		55		26		27		32		140

				普通回数券 フツウカイスウケン		8				4		3		15

				定期乗車券 テイキジョウシャケン		44		7		9		24		84

				その他 タ						4				4

						110		34		47		61		253

		合計





Sheet1

		0

		0

		0

		0

		0

		0

		0



人数

利用者の年齢



Sheet2

		0

		0



人数

性別



Sheet3

		0

		0

		0

		0

		0

		0



人数

利用目的



		0		0		0		0		0		0

		0		0		0		0		0		0

		0		0		0		0		0		0

		0		0		0		0		0		0



商用

業務

通勤

通学

観光／旅行

私用

人数

列車別利用者用途



		0		0

		0		0

		0		0

		0		0



往き

帰り

人数

列車別利用者の状態



		0		0		0		0

		0		0		0		0

		0		0		0		0

		0		0		0		0



週５日以上

週１～４回

月１～２回

それ以下

人数

列車別離用品度



		0		0		0		0

		0		0		0		0

		0		0		0		0

		0		0		0		0



普通乗車券

普通回数券

定期乗車券

その他

人数

列車別利用乗車券種類



		





		






_1041171214.xls
Graph6

		A		A		A		A

		B		B		B		B

		C		C		C		C

		D		D		D		D



週５日以上

週１～４回

月１～２回

それ以下

人数

列車別利用頻度

4

19

26

49

1

5

12

1

11

26

2

1

6

40



Sheet1

		年齢

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効				5		1.98		1.98		1.98

				１０歳台 サイダイ		3		1.19		1.19		3.16

				２０歳台 サイダイ		29		11.46		11.46		14.62

				３０歳台 サイダイ		39		15.42		15.42		30.04

				４０歳台 サイダイ		45		17.79		17.79		47.83

				５０歳台 サイダイ		72		28.46		28.46		76.28

				６０歳台 サイダイ		43		17.00		17.00		93.28

				７０歳台 サイダイ		17		6.72		6.72		100.00

				合計		253		100.00		100.00

		性別

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効				5		1.976284585		1.976284585		1.976284585

				男性 ダンセイ		165		65.2173913043		65.2173913043		67.1936758893

				女性 ジョセイ		82		32.4110671937		32.4110671937		99.604743083

				合計		253		100		100

		利用目的

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		商用 ショウヨウ		17		6.7193675889		6.7193675889		9.0909090909

				業務 ギョウム		23		9.0909090909		9.0909090909		18.1818181818

				通勤 ツウキン		141		55.7312252964		55.7312252964		73.9130434783

				通学 ツウガク		7		2.766798419		2.766798419		76.6798418972

				観光／旅行 カンコウリョコウ		10		3.95256917		3.95256917		80.6324110672

				私用 シヨウ		49		19.3675889328		19.3675889328		100

				合計		253		100		100

		利用目的 と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

														合計

						A		B		C		D

		利用目的		商用 ショウヨウ		2		6		5		4		17

				業務 ギョウム		5		10		5		3		23

				通勤 ツウキン		87		4		6		44		141

				通学 ツウガク		3		1		1		2		7

				観光／旅行 カンコウリョコウ		2		3		4		1		10

				私用 シヨウ		9		9		25		6		49

						110		34		47		61		253

		合計

		質問３－２ と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

						利用行路										合計

						A		B		C		D

		質問３－２		往き ユ		97		24		29		17		167

				帰り カエ		9		9		17		41		76

						110		34		47		61		253

		合計

		質問6-1 と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

						利用行路										合計

						A		B		C		D

		質問6-1		週５日以上 シュウニチイジョウ		4		1				2		7

				週１～４回 シュウカイ		19				1		1		21

				月１～２回 ツキカイ		26		5		11		6		48

				それ以下 イカ		49		12		26		40		127

						110		34		47		61		253

		合計

		質問５(４は基本的に定期券) と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

						利用行路										合計

						A		B		C		D

		質問５(４は基本的に定期券)		普通乗車券 フツウジョウシャケン		55		26		27		32		140

				普通回数券 フツウカイスウケン		8				4		3		15

				定期乗車券 テイキジョウシャケン		44		7		9		24		84

				その他 タ						4				4

						110		34		47		61		253

		合計
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Sheet1

		年齢

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		２０歳台 サイダイ		6		3.6585365854		3.7037037037		3.7037037037

				３０歳台 サイダイ		18		10.9756097561		11.1111111111		14.8148148148

				４０歳台 サイダイ		38		23.1707317073		23.4567901235		38.2716049383

				５０歳台 サイダイ		46		28.0487804878		28.3950617284		66.6666666667

				６０歳台 サイダイ		39		23.7804878049		24.0740740741		90.7407407407

				７０歳台 サイダイ		15		9.1463414634		9.2592592593		100

				合計		162		98.7804878049		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		2		1.2195121951

		合計				164		100

		性別

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		男性 ダンセイ		126		76.8292682927		77.7777777778		77.7777777778

				女性 ジョセイ		36		21.9512195122		22.2222222222		100

				合計		162		98.7804878049		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		2		1.2195121951

		合計				164		100

		目的

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		商用 ショウヨウ		10		6.0975609756		6.1728395062		6.1728395062

				業務 ギョウム		14		8.5365853659		8.6419753086		14.8148148148

				通勤 ツウキン		101		61.5853658537		62.3456790123		77.1604938272

				通学 ツウガク		1		0.6097560976		0.6172839506		77.7777777778

				観光／旅行 カンコウリョコウ		11		6.7073170732		6.7901234568		84.5679012346

				私用 シヨウ		25		15.243902439		15.4320987654		100

				合計		162		98.7804878049		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		2		1.2195121951

		合計				164		100

		往還状態 オウカンジョウタイ

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		往き ユ		89		54.2682926829		54.9382716049		54.9382716049

				帰り カエ		71		43.2926829268		43.8271604938		98.7654320988

				合計		162		98.7804878049		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		2		1.2195121951

		合計				164		100

		家計満足度 カケイマンゾクド

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		満足 マンゾク		29		17.6829268293		18.125		18.125

				2		49		29.8780487805		30.625		48.75

				どちらでもない		52		31.7073170732		32.5		81.25

				4		18		10.9756097561		11.25		92.5

				不満 フマン		12		7.3170731707		7.5		100

				合計		160		97.5609756098		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		4		2.4390243902

		合計				164		100

		利用頻度

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		週５日以上 シュウニチイジョウ		61		37.1951219512		37.6543209877		37.6543209877

				週１～４回 シュウカイ		55		33.5365853659		33.950617284		71.6049382716

				月１～２回 ツキカイ		25		15.243902439		15.4320987654		87.037037037

				それ以下 イカ		19		11.5853658537		11.7283950617		98.7654320988

				合計		162		98.7804878049		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		2		1.2195121951

		合計				164		100

		利用券

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		普通乗車券 フツウジョウシャケン		62		37.8048780488		38.75		38.75

				普通回数券 フツウカイスウケン		14		8.5365853659		8.75		47.5

				企画乗車券 キカクジョウシャケン		0		0		0		0

				グリーン定期券 テイキケン		41		25		25.625		73.125

				グリーン回数券 カイスウケン		38		23.1707317073		23.75		96.875

				その他 タ		5		3.0487804878		3.125		100

				合計		160		97.5609756098		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		4		2.4390243902

		合計				164		100

		Ｇ券種類

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		普通列車用グリーン回数券 フツウレッシャヨウカイスウケン		81		49.3902439024		83.5051546392		83.5051546392

				データイムグリーン回数券 カイスウケン		14		8.5365853659		14.4329896907		97.9381443299

				その他 タ		2		1.2195121951		2.0618556701		100

				合計		97		59.1463414634		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		67		40.8536585366

		合計				164		100

		調査行路 と 利用目的 のｸﾛｽ表

		度数

																		合計

						商用 ショウヨウ		業務 ギョウム		通勤 ツウキン		通学 ツウガク		観光／旅行 カンコウリョコウ		私用 シヨウ

		調査行路		A		1		7		62		1		1		6		78

				B		1		1		1				1		8		13

				C		3		2		1				2		5		13

				D		5		4		37				7		6		59

						10		14		101		1		11		25		164

		合計

		質問３－２ と 調査行路 のｸﾛｽ表

						調査行路

						A		B		C		D		合計

				往き ユ		75		8		5		1		89

				帰り カエ		2		3		8		58		71

		合計				78		13		13		59		164

		利用頻度 と 調査行路 のｸﾛｽ表

														合計

						A		B		C		D

		利用頻度		週５日以上 シュウニチイジョウ		38		2				21		61

				週１～４回 シュウカイ		32		4		3		16		56

				月１～２回 ツキカイ		3		4		5		13		25

				それ以下 イカ		4		2		5		8		19

		合計				78		13		13		59		164
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グリーン車利用頻度



		年齢

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		１０歳台 サイダイ		3		1.185770751		1.2096774194		1.2096774194

				２０歳台 サイダイ		29		11.4624505929		11.6935483871		12.9032258065

				３０歳台 サイダイ		39		15.4150197628		15.7258064516		28.6290322581

				４０歳台 サイダイ		45		17.7865612648		18.1451612903		46.7741935484

				５０歳台 サイダイ		72		28.4584980237		29.0322580645		75.8064516129

				６０歳台 サイダイ		43		16.9960474308		17.3387096774		93.1451612903

				７０歳台 サイダイ		17		6.7193675889		6.8548387097		100

				合計		248		98.023715415		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		5		1.976284585

		合計				253		100

		性別

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		男性 ダンセイ		165		65.2173913043		66.5322580645		66.5322580645

				女性 ジョセイ		82		32.4110671937		33.064516129		99.5967741935

				合計		248		98.023715415		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		5		1.976284585

		合計				253		100

		目的

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		商用 ショウヨウ		17		6.7193675889		6.8825910931		6.8825910931

				業務 ギョウム		23		9.0909090909		9.3117408907		16.1943319838

				通勤 ツウキン		141		55.7312252964		57.0850202429		73.2793522267

				通学 ツウガク		7		2.766798419		2.8340080972		76.1133603239

				観光／旅行 カンコウリョコウ		10		3.95256917		4.048582996		80.1619433198

				私用 シヨウ		49		19.3675889328		19.8380566802		100

				合計		247		97.628458498		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		6		2.371541502

		合計				253		100

		往還状態 オウカンジョウタイ

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		往き ユ		167		66.0079051383		68.7242798354		68.7242798354

				帰り カエ		75		29.6442687747		30.8641975309		99.5884773663

				21		1		0.395256917		0.4115226337		100

				合計		243		96.04743083		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		10		3.95256917

		合計				253		100

		家計満足度 カケイマンゾクド

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		満足 マンゾク		30		11.8577075099		12.0967741935		12.0967741935

				2		63		24.9011857708		25.4032258065		37.5

				どちらでもない		95		37.5494071146		38.3064516129		75.8064516129

				4		42		16.6007905138		16.935483871		92.7419354839

				不満 フマン		18		7.1146245059		7.2580645161		100

				合計		248		98.023715415		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		5		1.976284585

		合計				253		100

		質問５(４は基本的に定期券)

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		普通乗車券 フツウジョウシャケン		140		55.3359683794		57.6131687243		57.6131687243

				定期乗車券 テイキジョウシャケン		84		33.2015810277		34.5679012346		100

				回数乗車券 カイスウジョウシャケン		15		5.9288537549		6.1728395062		63.7860082305

				その他 タ		4		1.581027668		1.646090535		65.4320987654

				合計		243		96.04743083		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		10		3.95256917

		合計				253		100

		利用経験

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		あり		194		76.6798418972		78.2258064516		78.2258064516

				なし		54		21.3438735178		21.7741935484		100

				合計		248		98.023715415		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		5		1.976284585

		合計				253		100

		利用頻度 リヨウヒンド

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		週５日以上 シュウニチイジョウ		7		2.766798419		3.4482758621		3.4482758621

				週１～４回 シュウカイ		21		8.3003952569		10.3448275862		13.7931034483

				月１～２回 ツキカイ		48		18.9723320158		23.645320197		37.4384236453

				それ以下 イカ		127		50.1976284585		62.5615763547		100

				合計		203		80.2371541502		100

		欠損値		ｼｽﾃﾑ欠損値		50		19.7628458498

		合計				253		100
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Sheet1

		年齢

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効				5		1.98		1.98		1.98

				１０歳台 サイダイ		3		1.19		1.19		3.16

				２０歳台 サイダイ		29		11.46		11.46		14.62

				３０歳台 サイダイ		39		15.42		15.42		30.04

				４０歳台 サイダイ		45		17.79		17.79		47.83

				５０歳台 サイダイ		72		28.46		28.46		76.28

				６０歳台 サイダイ		43		17.00		17.00		93.28

				７０歳台 サイダイ		17		6.72		6.72		100.00

				合計		253		100.00		100.00

		性別

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効				5		1.976284585		1.976284585		1.976284585

				男性 ダンセイ		165		65.2173913043		65.2173913043		67.1936758893

				女性 ジョセイ		82		32.4110671937		32.4110671937		99.604743083

				合計		253		100		100

		利用目的

						度数		ﾊﾟｰｾﾝﾄ		有効ﾊﾟｰｾﾝﾄ		累積ﾊﾟｰｾﾝﾄ

		有効		商用 ショウヨウ		17		6.7193675889		6.7193675889		9.0909090909

				業務 ギョウム		23		9.0909090909		9.0909090909		18.1818181818

				通勤 ツウキン		141		55.7312252964		55.7312252964		73.9130434783

				通学 ツウガク		7		2.766798419		2.766798419		76.6798418972

				観光／旅行 カンコウリョコウ		10		3.95256917		3.95256917		80.6324110672

				私用 シヨウ		49		19.3675889328		19.3675889328		100

				合計		253		100		100

		利用目的 と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

														合計

						A		B		C		D

		利用目的		商用 ショウヨウ		2		6		5		4		17

				業務 ギョウム		5		10		5		3		23

				通勤 ツウキン		87		4		6		44		141

				通学 ツウガク		3		1		1		2		7

				観光／旅行 カンコウリョコウ		2		3		4		1		10

				私用 シヨウ		9		9		25		6		49

						110		34		47		61		253

		合計

		質問３－２ と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

						利用行路										合計

						A		B		C		D

		質問３－２		往き ユ		97		24		29		17		167

				帰り カエ		9		9		17		41		76

						110		34		47		61		253

		合計

		質問6-1 と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

						利用行路										合計

						A		B		C		D

		質問6-1		週５日以上 シュウニチイジョウ		4		1				2		7

				週１～４回 シュウカイ		19				1		1		21

				月１～２回 ツキカイ		26		5		11		6		48

				それ以下 イカ		49		12		26		40		127

						110		34		47		61		253

		合計

		質問５(４は基本的に定期券) と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数

						利用行路										合計

						A		B		C		D

		質問５(４は基本的に定期券)		普通乗車券 フツウジョウシャケン		55		26		27		32		140

				普通回数券 フツウカイスウケン		8				4		3		15

				定期乗車券 テイキジョウシャケン		44		7		9		24		84

				その他 タ						4				4

						110		34		47		61		253

		合計

		利用経験 と 利用行路 のｸﾛｽ表

		度数				A		B		C		D

				ある		97		14		39		44		194

		利用経験		ない		12		19		7		16		54

		合計				110		34		47		61		253
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